
      

第
４
８
回 

シ
ナ
リ
オ
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ 

部
門
② 

 

「
ま
し
よ
」
は
そ
こ
に
い
た
！ 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

周
南 

カ
ン
ナ 

   



（「
ま
し
よ
」
は
そ
こ
に
い
た
！
・
梗
概
） 

 
一
九
四
五
年
の
広
島
。
三
笠
章
（
２４
）
は
自
身
の

病
院
で
敵
機
観
測
を
し
て
い
た
。
三
笠
がB

２
９
の

下
に
人
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
瞬
間
、
原
爆
が
炸

裂
し
た
。 

 

三
笠
は
市
内
の
救
護
の
後
、
人
が
飛
ん
で
い
た
地

点
に
寄
る
。そ
こ
で
ま
し
よ（
２０
歳
位
）に
出
会
う
。

ま
し
よ
は
警
戒
す
る
も
、
衰
弱
し
て
い
た
の
で
三
笠

は
家
に
連
れ
て
帰
る
。 

 

翌
日
、
三
笠
は
ま
し
よ
に
看
護
婦
と
し
て
手
伝
っ

て
ほ
し
い
と
提
案
す
る
。
献
身
的
に
働
く
姿
を
見
た

ま
し
よ
は
、
三
笠
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
。
三
笠
は

ま
し
よ
が
魔
女
だ
と
思
い
観
察
す
る
。 

 

二
か
月
後
、
三
笠
と
ま
し
よ
は
信
頼
で
き
る
関
係

に
な
る
。あ
る
日
、か
か
り
つ
け
の
内
野
キ
ミ（
４３
）

の
家
を
訪
ね
る
と
、
幼
馴
染
の
内
野
え
い
子
（
２４
）

が
い
た
。え
い
子
は
三
笠
に
好
意
を
寄
せ
て
い
た
が
、

鈍
さ
に
あ
き
れ
、
長
崎
に
嫁
い
で
い
た
。 

診
察
の
帰
り
、
え
い
子
が
ま
し
よ
に
向
か
っ
て
金

づ
ち
を
投
げ
つ
け
る
。
三
笠
が
か
ば
っ
て
額
に
怪
我



を
負
う
。 

 
そ
の
日
の
夜
、
え
い
子
は
謝
罪
に
行
く
も
、
三
笠

の
額
を
見
て
逃
げ
て
し
ま
う
。
三
笠
が
鏡
で
確
認
す

る
と
額
の
怪
我
が
消
え
て
い
る
。
三
笠
は
ま
し
よ
が

魔
女
だ
と
確
信
す
る
。 

 

後
日
、
三
笠
は
進
駐
軍
か
ら
ま
し
よ
を
差
し
出
せ

と
い
う
命
令
を
拒
む
。
ま
し
よ
を
守
る
た
め
だ
。
し

か
し
、
被
爆
者
を
救
う
た
め
な
ら
差
し
出
す
べ
き
か

三
笠
は
悩
み
始
め
る
。 

 

あ
る
日
、
三
笠
と
ま
し
よ
は
駅
で
え
い
子
の
旦
那

を
探
す
の
を
手
伝
う
。
し
か
し
旦
那
は
長
崎
で
死
亡

し
て
い
た
。 

三
笠
が
え
い
子
を
励
ま
そ
う
と
す
る
時
、
ま
し
よ

が
進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
に
拉
致
さ
れ
る
。
三
笠
も
慌
て

て
ジ
ー
プ
に
飛
び
乗
る
。
ジ
ー
プ
は
蛇
行
を
繰
り
返

し
、
川
に
落
ち
る
。
三
笠
と
ま
し
よ
は
流
さ
れ
、
行

方
不
明
に
。 

 

三
笠
は
海
で
溺
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
ま
し
よ
が
ほ

う
き
に
乗
っ
て
助
け
、
病
院
の
屋
上
に
降
り
立
つ
。 

 

そ
こ
へ
え
い
子
が
現
れ
る
。
え
い
子
は
ま
し
よ
が



魔
女
だ
と
知
り
、
彼
女
を
食
べ
れ
ば
原
爆
症
が
治
る

と
信
じ
る
。
あ
の
日
、
え
い
子
は
広
島
で
被
爆
し
た

の
だ
。 

し
か
し
、
ま
し
よ
に
は
実
体
が
無
か
っ
た
。
ま
し

よ
は
人
間
の
考
え
で
具
現
化
さ
れ
た
も
の
で
、
信
じ

る
人
が
薄
れ
て
い
け
ば
消
え
る
と
説
明
、
今
も
消
え

つ
つ
あ
る
と
三
笠
は
悲
観
す
る
。 

 

そ
こ
へ
再
び
ま
し
よ
は
進
駐
軍
に
狙
わ
れ
る
。
三

笠
と
え
い
子
が
必
死
に
守
ろ
う
と
す
る
の
を
見
た
ま

し
よ
は
、
ほ
う
き
に
ま
た
が
り
力
を
振
り
絞
り
、
三

笠
と
え
い
子
を
乗
せ
て
空
へ
飛
び
立
つ
。
三
笠
は
ま

し
よ
が
元
気
に
な
っ
た
と
喜
ぶ
。 

 

し
か
し
、
直
後
に
キ
ミ
が
急
死
す
る
。
そ
れ
を
見

た
三
笠
は
原
爆
病
と
戦
う
た
め
、
ま
し
よ
と
決
別
す

る
。 

 

十
年
後
、
宇
品
港
に
ま
し
よ
の
着
て
い
た
ド
レ
ス

と
ほ
う
き
が
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
で
届
く
。
水
爆
実
験

場
付
近
で
回
収
さ
れ
た
と
聞
い
た
三
笠
は
、
後
世
に

彼
女
が
い
た
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
決
意
す
る
。



（
登
場
人
物
表
） 

三
笠
章
（
２４
）（
２２
）（
３４
） 

 
 
 
 

開
業
医 

内
野
え
い
子
（
２２
）（
２４
）（
３４
）
三
笠
の
幼
馴
染 

野
高
孝
仁
（
２７
）（
２５
）（
３７
） 

 
 

憲
兵
隊
員 

内
野
キ
ミ
（
４３
） 

 
 
 
 
 
 
 

え
い
子
の
母 

楢
橋
市
祐
（
２４
） 

 
 
 
 

三
笠
の
大
学
同
期
生 

兵
隊 

被
爆
女
性 

係
員 

被
爆
男
性 

憲
兵 

女
性
患
者 

女
性
Ａ 

女
性
Ｂ 

女
性
Ｃ 

女
性
Ｄ 

進
駐
軍
Ａ 

進
駐
軍
Ｂ 

ご
ろ
つ
き
Ａ 

ご
ろ
つ
き
Ｂ 



船
員
Ａ 

船
員
Ｂ 

 

ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
20
歳
位
に
見
え
る
魔
女
。 
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○
広
島
市
・
市
内
俯
瞰
（
朝
） 

 
 
 

Ｔ
「
昭
和
二
十
年
、
あ
の
日
の
広
島
」 

 
 
 

眼
下
に
産
業
奨
励
館
や
繁
華
街
の
中
島
本
通

り
が
見
え
る
。 

 
 
 

相
生
橋
に
は
路
面
電
車
が
見
え
る
。 

 

〇
宇
品
港
・
外
観
（
朝
） 

 
 
 

軍
人
や
工
員
ら
が
道
に
出
る
。 

 

〇
三
笠
病
院
・
外
観
（
朝
） 

 
 
 

宇
品
港
に
面
し
た
二
階
建
て
の
個
人
病
院
。 

 
 
 

外
観
は
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
。 

 

〇
同
・
屋
上
・
外
（
朝
） 

 
 
 

屋
上
で
三
笠
章
（
２４
）
が
観
測
器
で
空
を
見

て
い
る
。 

野
高
の
声
「
三
笠
君
！
」 

 
 
 

三
笠
が
観
測
器
か
ら
目
を
離
す
。 

 
 
 

憲
兵
姿
の
野
高
孝
仁
（
２７
）
が
三
笠
に
近
づ

く
。 
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野
高
「
空
襲
警
報
が
出
た
ら
壕
に
入
ら
ん
か
！
」 

 
 
 

三
笠
が
笑
う
。 

三
笠
「
解
除
に
な
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
」 

野
高
「
あ
の
な
あ…

…

」 

三
笠
「
そ
れ
に
敵
機
観
測
は
必
要
で
し
ょ
う
？
」 

 
 
 

三
笠
が
再
び
観
測
器
を
覗
き
込
む
。 

 
 
 

野
高
が
三
笠
の
足
元
に
あ
る
冊
子
を
拾
う
。 

 
 
 

冊
子
の
題
名
は
「
超
常
科
学
現
象
ニ
関
ス
ル

考
察
」
の
文
字
。 

 
 
 

野
高
が
た
め
息
を
つ
く
。 

野
高
「
ま
だ
、
こ
ん
な
の
に
凝
っ
て
る
の
か
？
」 

三
笠
「
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
」 

 
 
 

野
高
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。 

野
高
「
幽
霊
に
、
錬
金
術
、
未
確
認
飛
行
体
！
」 

 
 
 

野
高
が
あ
き
れ
て
冊
子
を
閉
じ
る
。 

三
笠
「
夢
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
あ
」 

野
高
「
夢
の
前
に
戦
局
を
変
え
て
く
れ
ん
か
？
」 

 
 
 

三
笠
が
あ
き
れ
て
観
測
器
か
ら
目
を
離
す
。 

三
笠
「
夢
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
が
？
」 

 
 
 

三
笠
が
観
測
器
を
再
び
覗
き
見
る
。 
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野
高
「…

…

そ
ん
な
ん
だ
か
ら
、
え
い
子
ち
ゃ
ん
」 

三
笠
「
何
で
す
？ 

え
い
子
ち
ゃ
ん
が
」 

野
高
「…

…
愛
想
、
尽
か
し
ち
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
？
」 

 
 
 

野
高
が
冊
子
を
放
り
投
げ
る
。 

三
笠
「
大
発
見
は
男
の
ロ
マ
ン
で
す
よ
」 

野
高
「（
小
声
）
黙
っ
て
り
ゃ
、
い
い
名
士
な
の
に
」 

 
 
 

野
高
が
あ
き
れ
た
顔
で
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

観
測
器
を
覗
い
て
い
る
三
笠
の
顔
が
疑
問
の

表
情
に
な
る
。 

三
笠
「
野
高
大
尉
、
上
」 

野
高
「
何
だ
？
」 

三
笠
「
な
ん
か
、
飛
ん
で
ま
せ
ん
？
」 

 
 
 

野
高
が
双
眼
鏡
を
取
り
出
し
空
を
確
認
す
る
。 

野
高
「
一
機
飛
ん
で
る
な
」 

 
 
 

野
高
が
双
眼
鏡
を
外
し
腕
時
計
を
確
認
す
る
。 

野
高
「
八
時
十
四
分
、B

２
９
単
機
確
認
！
」 

三
笠
「
い
え
、
そ
の
下
で
す
！
」 

 
 
 

野
高
が
再
び
双
眼
鏡
を
覗
く
。 

 
 
 

観
測
器
を
覗
い
て
い
た
三
笠
の
目
が
大
き
く

な
る
。 
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○
野
高
の
腕
時
計
・
外
（
朝
） 

 
 
 

国
産
の
腕
時
計
。 

 
 
 

時
刻
が
八
時
十
五
分
を
指
す
。 

 
 
 

閃
光
が
走
り
、
真
っ
白
に
な
る
。 

 

○
タ
イ
ト
ル 

 
 
 

白
地
に
黒
で「『
ま
し
よ
』は
そ
こ
に
い
た
！
」 

 

○
宇
品
港
・
港
湾
施
設
・
外 

 
 
 

横
た
わ
る
三
笠
の
ほ
ほ
を
野
高
が
叩
く
。 

 
 
 

三
笠
が
急
に
咳
き
込
み
だ
し
、目
を
見
開
く
。 

 
 
 

三
笠
が
体
を
起
こ
し
、
辺
り
を
見
る
。 

 
 
 

見
渡
す
限
り
炎
と
黒
煙
が
見
え
る
。 

三
笠
「
一
体
、
何
が
？
」 

野
高
「
分
か
ら
ん
が…
…

何
か
爆
発
し
て
」 

 
 
 

野
高
が
街
の
方
角
を
見
る
。 

野
高
「
俺
と
君
は
海
ま
で
吹
っ
飛
ば
さ
れ
た
」 

三
笠
「
吹
っ
飛
ん
だ
！ 

病
院
は
？
」 

野
高
「
建
物
は
無
事
だ
。
中
は
滅
茶
苦
茶
だ
が
」 

兵
隊
の
声
「
野
高
大
尉
！
」 
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兵
隊
が
野
高
に
駆
け
寄
る
。 

兵
隊「
本
部
よ
り
似
島
の
部
隊
に
消
火
命
令
下
達
！
」 

野
高
「
分
か
っ
た
！ 

加
勢
す
る
」 

兵
隊「
そ
れ
と
医
療
関
係
者
に
も
似
島
か
ら
要
請
が
」 

野
高
「
そ
う
か
」 

 
 
 

野
高
が
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
の
姿
は
な
い
。 

野
高
「
お
、
お
い
！
」 

 
 
 

野
高
が
辺
り
を
見
る
。 

 

○
広
島
市
内
・
投
下
後
の
描
写 

 
 
 

市
内
は
炎
で
覆
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

被
爆
者
が
当
て
も
な
く
歩
く
。 

 
 
 

川
辺
に
は
負
傷
者
が
座
っ
た
り
、
ぼ
う
然
と

立
ち
尽
く
し
た
り
す
る
。 

 
 
 

川
に
は
死
体
が
流
れ
て
い
る
。 

 

○
相
生
橋
・
橋
上
・
外 

 
 
 

相
生
橋
の
橋
上
に
あ
る
路
面
電
車
は
骨
組
み

し
か
残
っ
て
い
な
い
。 
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そ
こ
へ
カ
バ
ン
を
持
っ
た
三
笠
が
来
る
。 

 
 
 

三
笠
が
一
瞬
、
空
を
仰
ぎ
見
る
。 

 
 
 

空
は
黒
煙
で
覆
わ
れ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
骨
組
み
だ
け
の
電
車
に
駆
け
寄
る
。 

 

○
路
面
電
車
・
車
内 

 
 
 

車
内
に
入
る
三
笠
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
丸
く
す
る
。 

 
 
 

車
内
に
は
真
黒
く
焦
げ
た
遺
体
が
数
体
、
横

た
わ
っ
て
い
る
。 

 
 
 

中
に
は
つ
り
革
が
溶
け
た
も
の
を
手
に
す
る

遺
体
も
見
え
る
。 

 

○
相
生
橋
・
橋
上
・
外 

 
 
 

車
内
か
ら
三
笠
が
口
元
を
押
さ
え
、
橋
の
た

も
と
ま
で
駆
け
て
、
吐
く
。 

 
 
 

そ
こ
へ
全
身
や
け
ど
の
女
性
が
赤
ん
坊
を
抱

え
て
三
笠
に
近
づ
く
。 

被
爆
女
性
「
水
、
こ
の
子
を…

…

」 

 
 
 

被
爆
女
性
が
赤
ん
坊
を
差
し
出
し
て
、
そ
の
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場
に
し
ゃ
が
み
こ
む
。 

 
 
 

三
笠
が
過
呼
吸
に
な
り
、
せ
き
込
む
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
つ
ぶ
り
、
息
を
整
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
被
爆
女
性
の
腕
や
首
で
脈
を
取
ろ
う

と
す
る
。 

 
 
 

真
っ
黒
に
や
け
ど
し
て
脈
が
取
れ
な
い
。 

 
 
 

三
笠
が
赤
ん
坊
を
見
る
と
、
や
は
り
真
っ
黒

で
脈
は
取
れ
な
い
。 

 
 
 

被
爆
女
性
が
動
か
な
く
な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
合
掌
す
る
。 

三
笠
「
ご
め
ん
な
さ
い…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
り
、
走
り
出
す
。 

 

○
紙
屋
町
・
大
通
り
・
外 

 
 
 

被
爆
者
ら
が
う
め
き
声
を
あ
げ
な
が
ら
歩
く
。 

 
 
 

そ
の
中
を
三
笠
が
走
る
。 

 
 
 

三
笠
が
足
を
止
め
、百
貨
店
の
入
口
を
見
る
。 

 
 
 

百
貨
店
は
か
ろ
う
じ
て
建
物
が
残
っ
て
い
る
。 

 

○
福
屋
百
貨
店
・
入
口
・
外 
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入
口
に
次
々
と
被
爆
者
が
入
る
。 

 
 
 

三
笠
が
入
口
に
近
寄
る
。 

 
 
 

破
れ
た
国
民
服
の
係
員
が
出
て
く
る
。 

係
員
「
何
だ
？ 

君
は
」 

三
笠
「
あ
、
え
、
宇
品
の
病
院
の
者
で
す
」 

係
員
「
医
者
か
？ 
な
ら
手
伝
え
」 

 
 
 

係
員
が
中
に
入
る
。 

 
 
 

三
笠
が
恐
る
恐
る
覗
き
込
む
。 

係
員
の
声
「
早
く
し
ろ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
中
に
入
る
。 

 

○
同
・
救
護
室
・
中 

 
 
 

中
は
焼
け
残
っ
た
建
物
の
建
材
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

お
び
た
だ
し
い
数
の
被
爆
者
が
横
に
な
る
。 

 
 
 

う
め
き
声
や
苦
痛
を
あ
げ
る
声
が
そ
こ
か
し

こ
に
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
中
に
入
る
。 

 
 
 

三
笠
が
周
辺
の
負
傷
者
を
見
る
。 

三
笠
「
ひ
ど
い…

…

」 
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係
員
「
早
く
し
ろ
！
」 

 
 
 

係
員
が
三
笠
を
引
っ
張
っ
て
い
く
。 

 
 
 

奥
の
方
の
負
傷
者
の
列
に
係
員
が
三
笠
を
連

れ
て
く
る
。 

係
員
「
治
療
を
！ 
早
く
！
」 

三
笠
「
薬
は
？ 

包
帯
は
？
」 

 
 
 

係
員
が
黙
っ
て
指
を
さ
す
。 

 
 
 

指
さ
す
場
所
に
は
焼
け
た
バ
ケ
ツ
な
ど
が
雑

然
と
置
か
れ
る
。 

 
 
 

係
員
が
足
早
に
去
る
。 

 
 
 

三
笠
が
負
傷
者
に
し
ゃ
が
み
こ
ん
で
、
触
診

を
始
め
る
。 

 

〇
広
島
市
内
・
道
路
・
外
（
夕
） 

 
 
 

包
帯
を
頭
に
巻
い
た
警
察
官
が
、
負
傷
者
の

聞
き
取
り
を
す
る
。 

 
 
 

警
察
官
が
書
類
に
記
載
を
す
る
。 

 
 
 

別
の
警
察
官
が
負
傷
者
を
誘
導
す
る
。 

 

〇
福
屋
百
貨
店
・
救
護
室
・
中
（
夕
） 
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三
笠
が
列
の
最
後
尾
の
負
傷
者
を
診
終
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
場
を
離
れ
よ
う

と
す
る
。 

三
笠
「
応
援
を
頼
も
う
」 

 
 
 

係
員
が
三
笠
の
腕
を
つ
か
む
。 

係
員
「
隣
の
部
屋
も
頼
む
」 

三
笠
「
救
護
、
救
援
は
ま
だ
で
す
か
？
」 

 
 
 

係
員
が
三
笠
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
む
。 

係
員
「
あ
ん
な
状
況
で
あ
て
に
で
き
る
か
！
」 

 
 
 

係
員
が
立
ち
去
る
。 

 
 
 

三
笠
が
救
護
所
の
入
口
を
見
る
。 

 
 
 

被
爆
者
が
列
を
な
し
て
や
っ
て
来
る
。 

 
 
 

列
は
途
切
れ
な
い
。 

 
 
 

三
笠
が
息
苦
し
く
目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 
 

悲
鳴
や
う
め
き
声
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
耳
を
ふ
さ
ぎ
隣
の
部
屋
に
駆
け
出
す
。 

 

○
広
島
市
内
・
俯
瞰
（
朝
） 

 
 
 

廃
墟
と
な
っ
た
広
島
。 

 
 
 

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
鉄
筋
の
建
物
が
残
る
。 
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い
く
つ
か
白
煙
や
黒
煙
が
見
え
る
。 

 

○
福
屋
百
貨
店
・
入
口
・
外
（
朝
） 

 
 
 

中
か
ら
担
架
で
死
亡
者
が
運
ば
れ
、
前
に
止

ま
っ
て
い
る
馬
車
の
荷
台
に
乗
せ
て
い
く
。 

 
 
 

野
高
が
や
っ
て
き
て
中
に
入
る
。 

 

○
同
・
救
護
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

隅
の
方
で
三
笠
が
眠
っ
て
い
る
。 

 
 
 

野
高
が
三
笠
を
見
つ
け
近
づ
く
。 

 
 
 

野
高
が
三
笠
の
ほ
ほ
を
数
回
叩
く
。 

 
 
 

三
笠
が
う
っ
す
ら
目
を
開
け
る
。 

 
 
 

野
高
が
小
さ
く
安
ど
の
た
め
息
を
つ
く
。 

野
高
「
心
配
し
た
ぞ…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
目
を
覚
ま
す
。 

野
高
「
ま
さ
か
市
内
へ
行
っ
て
た
な
ん
て
」 

三
笠
「…

…

す
い
ま
せ
ん
」 

 
 

三
笠
が
ゆ
っ
く
り
起
き
上
が
る
。 

野
高
「
お
前
も
医
者
な
ん
だ
な…

…

」 

三
笠
「
何
で
す
？
」 
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野
高「
い
や
、い
つ
も
ガ
キ
く
さ
い
と
思
っ
て
た
ら
」 

 
 
 

野
高
が
救
護
所
内
を
見
る
。 

野
高
「
こ
こ
で
活
動
し
て
い
た
と
は…

…

」 

三
笠
「
別
に
使
命
感
っ
て
わ
け
で
は
」 

野
高
「
ち
ょ
っ
と
見
直
し
た
よ
」 

三
笠
「
と
こ
ろ
で
、
今
日
は
何
日
で
す
か
？
」 

野
高
「
八
月
十
日
だ
が
、
ど
う
し
た
？
」 

三
笠
「
い
え
、
ず
っ
と
こ
こ
で
寝
ず
に
や
っ
て
ま
し

た
か
ら
」 

野
高
「
そ
う
か…

…

頑
張
っ
た
な
」 

三
笠
「
さ
て…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
救
護
所
内
を
見
渡
す
。 

 
 
 

中
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
首
を
傾
げ
る
。 

三
笠
「
あ
れ
？ 

も
っ
と
い
た
は
ず
」 

野
高
「
こ
こ
で
の
活
動
は
終
わ
り
だ
」 

三
笠
「
負
傷
者
は
ど
こ
に
？
」 

野
高
「
陸
軍
病
院
や
市
外
の
学
校
に
移
っ
た
」 

三
笠
「
そ
れ
で
も
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
を
収
容
で
き

ま
す
か
？
」 
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野
高
が
寂
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

野
高
「
ほ
と
ん
ど
は
荼
毘
に
付
さ
れ
た
」 

三
笠
「
そ
う
で
す
か…

…

」 

野
高
「
お
前
、
一
旦
家
に
帰
れ
」 

三
笠
「
え
？
」 

野
高
「
休
め
！ 

長
丁
場
に
な
る
か
も
し
れ
ん
」 

三
笠
「…

…

あ
の
、
何
が
あ
っ
た
ん
で
す
？
」 

 
 
 

野
高
が
三
笠
の
耳
元
に
近
づ
く
。 

野
高
「
収
容
先
で
変
死
が
相
次
い
で
い
る
」 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
あ
れ
は
細
菌
兵
器
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
」 

野
高
「
分
か
っ
と
る
。
そ
れ
に
な…
…

」 

三
笠
「
何
で
す
？
」 

野
高
「
軍
か
ら
市
民
に
職
場
復
帰
せ
よ
と
」 

 
 
 

三
笠
が
あ
き
れ
た
顔
を
す
る
。 

野
高
「
戦
争
継
続
だ
そ
う
だ
」 

三
笠
「
ま
だ
や
る
気
な
ん
で
す
？
」 

野
高「
全
く
、長
崎
に
も
落
ち
た
っ
て
言
う
の
に
な
」 

三
笠
「
あ
、
と
こ
ろ
で
あ
の
爆
弾
は
一
体
？
」 

野
高
「…

…

原
子
爆
弾
っ
て
専
門
家
が
言
っ
て
た
」 
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三
笠
の
表
情
が
凍
り
付
く
。 

野
高
「
お
前
が
そ
ん
な
顔
す
る
な
ん
て…

…

」 

 
 
 

野
高
が
驚
い
た
後
、
暗
い
顔
に
な
る
。 

三
笠
「…

…
分
か
り
ま
し
た
。
一
旦
、
帰
り
ま
す
」 

 
 
 

野
高
が
う
な
ず
く
。 

野
高
「
俺
は
市
内
の
警
備
に
回
る
」 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
を
持
っ
て
野
高
に
一
礼
す
る
。 

三
笠
「…

…

で
は
」 

 
 
 

三
笠
が
足
早
に
立
ち
去
る
。 

 

○
相
生
橋
・
外
観
（
朝
） 

 
 
 

橋
上
に
あ
っ
た
路
面
電
車
は
無
い
。 

 

○
同
・
橋
上
・
外
（
朝
） 

 
 
 

三
笠
が
力
な
く
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
が
空
を
仰
ぎ
見
る
。 

 

○
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
空
（
朝
） 

 
 
 

B

２
９
の
下
を
ほ
う
き
で
飛
ぶ
人
影
。 
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○
元
の
相
生
橋
・
橋
上
・
外
（
朝
） 

 
 
 

三
笠
が
空
を
見
上
げ
る
。 

三
笠
「…

…
あ
の
子
、
確
か
に
飛
ん
で
い
た
」 

 
 
 

す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
辺
り
を
見
渡
す
。 

 
 
 

三
笠
が
橋
の
下
を
の
ぞ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
て
橋
の
た
も
と
か
ら
橋
下
に
降

り
る
。 

 

○
同
・
橋
の
下
・
外
（
朝
） 

 
 
 

橋
の
下
に
降
り
た
三
笠
が
思
わ
ず
声
を
あ
げ

よ
う
と
し
て
、
慌
て
て
口
に
手
を
当
て
る
。 

 
 
 

髪
を
後
ろ
で
結
ん
だ
ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
が

立
っ
て
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
は
破
れ
た
黒
の
ド
レ
ス
を
着
て
い
る
。 

三
笠
「
生
き
て
る
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
に
気
づ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
ぎ
こ
ち
な
い
笑
顔
で
ま
し
よ
に
手
で

挨
拶
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
き
つ
く
睨
む
。 
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三
笠
が
ゆ
っ
く
り
ま
し
よ
に
近
づ
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
石
を
拾
い
三
笠
に
投
げ
る
。 

 
 
 

三
笠
の
お
で
こ
に
石
が
命
中
し
、
三
笠
が
変

な
声
を
あ
げ
て
う
ず
く
ま
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
一
瞬
、
気
ま
ず
い
顔
を
す
る
が
す

ぐ
に
踵
を
返
す
。 

三
笠
「
あ
、
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 
 

三
笠
が
後
を
追
お
う
と
す
る
。 

被
爆
男
性
の
声
「
水…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
振
り
返
る
と
、
憔
悴
し
き
っ
た
若
い

夫
婦
が
川
の
水
を
飲
も
う
と
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
川
を
見
る
。 

 
 
 

川
に
は
死
体
や
が
れ
き
、
油
が
見
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
夫
婦
に
駆
け
寄
る
。 

三
笠
「
止
め
な
さ
い
！
」 

 
 
 

夫
婦
が
川
の
水
を
飲
ん
で
し
ま
う
。 

 
 
 

夫
婦
が
激
し
く
せ
き
込
み
、
水
を
吐
く
。 

 
 
 

三
笠
が
夫
婦
の
背
中
を
さ
す
る
。 

 
 
 

振
り
返
る
と
ま
し
よ
の
姿
は
な
い
。 
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○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

中
の
棚
の
ガ
ラ
ス
は
す
べ
て
割
れ
て
い
る
。 

 
 
 

床
に
は
ガ
ラ
ス
片
や
材
木
な
ど
が
散
乱
す
る
。 

 
 
 

机
の
上
に
は
ラ
ン
タ
ン
が
灯
っ
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ほ
う
き
を
使
っ
て
掃
除
を
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
手
を
止
め
る
。 

三
笠
「…

…

原
子
爆
弾
」 

 
 
 

三
笠
が
ほ
う
き
を
手
放
し
、
外
に
出
る
。 

 

○
相
生
橋
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
橋
の
た
も
と
・
外
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
を
持
っ
て
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
が
橋
の
下
を
覗
き
込
む
。 

 
 
 

三
笠
が
ゆ
っ
く
り
橋
の
下
に
向
け
て
歩
く
。 

 

○
同
・
橋
の
下
・
外
（
夜
） 

 
 
 

橋
の
下
に
人
気
は
無
い
。 



18 

 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
踵
を
返
そ
う
と
す
る
。 

 
 
 

小
さ
な
咳
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
振
り
返
り
、
目
を
凝
ら
す
。 

 
 
 

再
び
咳
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
咳
の
聞
こ
え
る
方
へ
静
か
に
歩
く
。 

 
 
 

三
笠
の
右
横
で
咳
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
右
下
を
見
る
と
、
顔
面
蒼
白
の
ま
し

よ
を
見
つ
け
る
。 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
て
ま
し
よ
に
し
ゃ
が
み
こ
む
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
ほ
ほ
を
小
さ
く
叩
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
、
す

ぐ
に
動
か
な
く
な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
お
で
こ
や
脈
を
診
る
。 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
た
顔
を
し
て
ま
し
よ
を
抱
え
る
。 

三
笠
「
軽
い
！ 

こ
の
子
は…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
駆
け
出
す
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
朝
） 
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○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
朝
） 

 
 
 

布
団
に
ま
し
よ
が
眠
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
っ
す
ら
目
を
覚
ま
す
。 

 
 
 

階
下
か
ら
ガ
ラ
ス
片
を
片
付
け
る
音
が
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
体
を
起
こ
そ
う
と
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
気
づ
い
て
自
分
の
姿
を
確
認
す
る
。 

 
 
 

ボ
ロ
ボ
ロ
の
黒
の
ド
レ
ス
で
安
ど
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
起
き
て
階
下
に
向
か
う
。 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

三
笠
が
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
白
衣
を
羽
織
る
。 

 
 
 

三
笠
が
鉄
の
バ
ケ
ツ
に
ガ
ラ
ス
片
を
入
れ
る
。 

 
 
 

階
段
の
音
に
気
づ
き
、
振
り
返
る
。 

 
 
 

三
笠
が
優
し
く
微
笑
む
。 

三
笠
「
え
っ
と
、
お
は
よ
う
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
睨
む
。 

三
笠
「
な
、
何
も
し
て
な
い
よ…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
引
き
つ
っ
た
笑
顔
な
ま
ま
、
ま
し
よ

に
近
づ
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
床
に
落
ち
て
い
た
木
片
を
つ
か
む
。 
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三
笠
が
さ
ら
に
近
づ
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
嫌
が
っ
て
木
片
を
デ
タ
ラ
メ
に
振

り
回
す
。 

 
 
 

三
笠
が
避
け
よ
う
と
し
て
転
ぶ
。 

 
 
 

転
ん
だ
は
ず
み
で
ガ
ラ
ス
片
を
入
れ
た
バ
ケ

ツ
に
三
笠
の
右
腕
が
突
っ
込
む
。 

 
 
 

三
笠
が
苦
痛
の
表
情
に
な
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
動
き
が
一
瞬
止
ま
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
右
腕
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
も
右
腕
を
見
る
と
、
出
血
し
て
い
る
。 

三
笠
「
い
て
て
！
」 

 
 
 

三
笠
が
飛
び
起
き
て
外
に
出
る
。 

 

○
同
・
洗
濯
場
・
外
（
朝
） 

 
 
 

洗
濯
場
に
水
を
た
め
た
バ
ケ
ツ
が
あ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
急
い
で
や
っ
て
き
て
白
衣
を
脱
ぎ
、

シ
ャ
ツ
の
腕
を
ま
く
り
、傷
の
部
分
を
洗
う
。 

三
笠
「
い
っ
て
ー
！
」 

 
 
 

三
笠
が
バ
ケ
ツ
を
よ
く
見
る
と
真
っ
黒
の
水
。 

 
 
 

三
笠
が
振
り
返
る
と
、
建
物
の
端
か
ら
ま
し
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よ
が
覗
き
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
気
ま
ず
そ
う
に
顔
を
引
っ
込
め
る
。 

 
 
 

三
笠
が
傷
を
洗
っ
て
い
る
と
、足
音
が
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
む
っ
と
し
て
振
り
返
る
。 

三
笠
「
何
だ
い
！
」 

 
 
 

一
人
の
兵
隊
が
立
つ
。 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
立
ち
上
が
り
、
一
礼
す
る
。 

兵
隊
「
す
い
ま
せ
ん
」 

三
笠
「
い
え
、
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」 

兵
隊
「
軽
傷
者
の
治
療
を
お
願
い
し
た
い
」 

三
笠
「
軽
傷
者
？ 

何
で
？
」 

兵
隊
「
司
令
部
よ
り
戦
争
継
続
の
た
め
」 

 
 
 

三
笠
が
あ
き
れ
て
手
で
発
言
を
制
す
。 

三
笠
「
分
か
り
ま
し
た…
…

重
傷
者
は
？
」 

兵
隊
「
似
島
の
検
疫
所
の
方
に
移
し
ま
す
」 

 
 
 

三
笠
が
白
衣
を
羽
織
り
兵
隊
ら
と
歩
く
。 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

軽
度
熱
傷
の
患
者
や
、
外
見
で
は
被
爆
者
と

分
か
ら
な
い
患
者
が
並
ぶ
。 
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聴
診
器
を
動
か
し
た
り
、
カ
ル
テ
を
書
い
た

り
す
る
度
に
、三
笠
が
痛
み
の
表
情
に
な
る
。 

 
 
 

物
陰
か
ら
ま
し
よ
が
三
笠
を
見
た
り
引
っ
込

ん
だ
り
す
る
。 

 

○
宇
品
港
・
港
湾
・
外
（
夕
） 

 
 
 

粗
末
な
船
が
ポ
ン
ポ
ン
と
エ
ン
ジ
ン
音
を
立

て
る
。 

 
 
 

重
傷
者
を
い
っ
ぱ
い
乗
せ
て
船
が
出
港
す
る
。 

 
 
 

対
岸
に
は
似
島
が
見
え
る
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夕
） 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夕
） 

 
 
 

三
笠
が
女
性
患
者
に
左
手
で
軽
度
熱
傷
の
部

位
に
消
毒
す
る
。 

 
 
 

女
性
患
者
が
痛
が
る
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
ご
め
ん
な
さ
い
」 

女
性
患
者
「
い
え…

…

助
か
り
ま
し
た
」 

 
 
 

三
笠
が
消
毒
を
終
え
る
。 
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三
笠
「
は
い
、
も
う
大
丈
夫
で
す
よ
」 

 
 
 

女
性
患
者
が
浮
か
な
い
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？
」 

女
性
患
者
「
あ
の
爆
弾
っ
て
、
何
な
ん
で
す
？
」 

 
 
 

女
性
患
者
が
辺
り
を
う
か
が
っ
て
か
ら
三
笠

に
近
づ
く
。 

女
性
患
者
「
目
に
見
え
る
傷
だ
け
じ
ゃ
な
い
」 

 
 
 

女
性
患
者
が
さ
ら
に
三
笠
の
眼
前
に
近
づ
く
。 

女
性
患
者
「
あ
れ
で
気
が
狂
っ
た
人
も
見
ま
し
た
」 

三
笠
「
そ
、
そ
の…

…

」 

女
性
患
者
「
医
者
か
ら
見
て
あ
れ
は
何
で
す
か
？
」 

三
笠
「…

…

大
本
営
の
発
表
の
通
り
の
爆
弾
だ
と
」 

女
性
患
者
「…

…

私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
」 

三
笠
「
で
は
、
あ
な
た
は
何
だ
と
考
え
ま
す
か
？
」 

女
性
患
者
「…

…

心
を
壊
す
も
の
」 

三
笠「…

…

他
の
兵
器
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
？
」 

女
性
患
者
が
小
さ
く
か
ぶ
り
を
振
る
。 

女
性
患
者
「…

…

そ
し
て
、
こ
の
土
地
を
ず
っ
と
蝕

む
も
の
」 

 
 
 

女
性
お
も
む
ろ
に
立
っ
て
診
察
室
を
出
る
。 
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三
笠
が
出
入
口
の
方
を
見
て
た
め
息
を
つ
く
。 

三
笠
「
次
の
方
！
」 

 
 
 

人
が
来
る
気
配
は
な
い
。 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
る
。 

 
 
 

三
笠
が
苦
し
気
に
出
入
口
の
方
に
向
か
う
。 

 

○
同
・
玄
関
・
中
（
夕
） 

 
 
 

三
笠
が
息
苦
し
そ
う
に
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

玄
関
に
は
誰
も
い
な
い
。 

三
笠
「（
苦
し
気
に
）
お
、
お
わ
っ
た…

…
」 

 
 
 

三
笠
が
そ
の
場
に
へ
た
り
込
む
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 
 

後
ろ
か
ら
足
音
が
聞
こ
え
る
。 

三
笠
「
体
が…

…

軽
い
？
」 

 
 
 

三
笠
が
気
を
失
う
。 

 

○
（
三
笠
の
夢
）
広
島
駅
・
ホ
ー
ム
・
外 

 
 
 

ホ
ー
ム
に
はS

L

列
車
が
止
ま
る
。 

 
 
 

ホ
ー
ム
に
内
野
え
い
子
（
２２
）
が
立
つ
。 

三
笠
（
２２
）
や
野
高
（
２５
）
が
見
送
り
に
来
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て
い
る
。 

 
 
 

野
高
は
号
泣
し
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
近
づ
く
。 

三
笠
「
結
婚
、
お
め
で
と
う
」 

 
 
 

え
い
子
が
そ
っ
ぽ
を
向
く
。 

三
笠「
旦
那
さ
ん
、長
崎
工
廠
の
い
い
人
そ
う
だ
ね
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
そ
っ
ぽ
を
向
い
た
ま
ま
、
三
笠
の

足
を
踏
む
。 

三
笠
「
い
っ
た
！
」 

 
 
 

え
い
子
の
踏
む
足
が
強
く
な
る
。 

三
笠
「
何
だ
よ
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
に
向
く
。 

 
 
 

え
い
子
は
泣
き
顔
で
口
を
「
イ
ー
だ
！
」
と

す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
客
車
に
乗
り
込
む
。 

 
 
 

列
車
が
走
り
出
す
。 

 
 
 

ホ
ー
ム
で
笑
顔
で
見
送
る
人
の
中
、
三
笠
が

浮
か
な
い
顔
を
す
る
。 

 
 
 

辺
り
が
暗
く
な
っ
て
い
く
。 

三
笠
の
声
「
何
で
泣
い
て
る
の
？
」 
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○
元
の
三
笠
病
院
・
二
階
・
居
間
・
中
（
朝
） 

 
 
 

三
笠
（
２４
）
が
布
団
に
眠
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
が
そ
の
傍
ら
で
三
笠
の

手
を
握
る
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
覚
ま
す
が
寝
ぼ
け
眼
。 

三
笠
「
え
い
子
ち
ゃ
ん…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
不
機
嫌
な
顔
に
な
り
、
握
っ
て
い

る
手
を
つ
ね
る
。 

三
笠
「
い
て
て
！
」 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
て
起
き
上
が
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
と
目
が
合
う
。 

三
笠
「
あ…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
右
腕
を
見
せ
示
す
。 

 
 
 

三
笠
の
腕
に
は
包
帯
が
正
し
く
巻
か
れ
て
い

る
。 

 
 
 

三
笠
が
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
そ
の
部
分
を
見

る
。 

 
 
 

三
笠
が
感
心
し
た
顔
に
な
る
。 

三
笠
「…

…

見
事
だ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
自
信
満
々
な
顔
を
す
る
。 
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三
笠
「
あ
り
が
と
う
」 

 
 
 

三
笠
が
頭
を
下
げ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ま
ん
ざ
ら
で
は
な
い
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
そ
う
い
え
ば
、
君
、
話
せ
な
い
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
ち
ょ
っ
と
、
口
を
開
け
て
く
れ
る
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
戸
惑
う
も
、
ゆ
っ
く
り
口
を
開
け

る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
両
ほ
ほ
に
手
を
乗
せ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
一
瞬
、
体
を
震
わ
せ
る
。 

三
笠
「
ご
め
ん
ね
、
ち
ょ
っ
と
見
さ
せ
て
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
目
を
つ
ぶ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
口
内
を
覗
き
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
両
ほ
ほ
か
ら
手
を
離
す
。 

三
笠「
特
に
何
か
悪
い
っ
て
わ
け
で
は
な
い
か…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
辺
り
を
見
渡
す
。 

三
笠
「
え
ー
っ
と
、
字
は
書
け
る
？
」 

 
 
 

三
笠
が
部
屋
の
隅
あ
る
布
カ
バ
ン
を
見
る
。

三
笠
が
布
カ
バ
ン
に
近
づ
き
、
中
を
漁
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
を
持
っ
て
く
る
。 



28 

 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
を
受
け
取
り
、
書

き
出
す
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
に
は「
こ
の
ま
え
は
ご
め
ん
な
さ
い
」

の
文
字
。 

 
 
 

そ
れ
を
見
た
三
笠
が
笑
う
。 

三
笠
「
い
い
よ
、
怖
か
っ
た
で
し
ょ
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
と
こ
ろ
で
、
看
護
婦
の
経
験
っ
て
あ
る
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
返
答
に
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
い
や
さ
、
こ
の
包
帯
の
部
分
」 

 
 
 

三
笠
が
右
腕
を
見
せ
る
。 

三
笠
「
手
慣
れ
て
な
い
と
で
き
な
い
し
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
照
れ
る
。 

三
笠
「
そ
れ
に
右
腕
が
少
し
痛
む
ん
だ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
申
し
訳
な
さ
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

三
笠「
難
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
僕
が
や
る
。だ
か
ら
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
困
っ
た
笑
顔
で
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
い
い
の
？ 

ほ
ん
と
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
に
書
い
て
見
せ
る
。 

 
 
 

「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
す
か
ら
」
の
文
字
。 
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ま
し
よ
が
一
礼
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
う
。 

三
笠
「
そ
っ
か
、
そ
れ
じ
ゃ
名
前
教
え
て
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
虚
を
突
か
れ
た
顔
を
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
腕
を
組
ん
で
悩
む
。 

三
笠
「
魔
女
さ
ん
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
か
ぶ
り
を
振

る
。 

三
笠
「
嘘
だ
よ…

…

ま
し
よ
さ
ん
か
な
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
手
を
打
っ
て
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
じ
ゃ
あ
届
け
出
し
て
く
か
ら
」 

 
 
 

三
笠
が
右
手
を
差
し
出
す
。 

三
笠
「
長
丁
場
に
な
る
け
ど
、
よ
ろ
し
く
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
お
ず
お
ず
と
握
手
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
痛
が
る
顔
に
な
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
手
を
離
し
三
笠
の
右
腕
を
さ
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
て
、
顔
を
赤
ら
め
る
。 

 

○
宇
品
港
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

船
は
一
隻
も
停
泊
し
て
い
な
い
。 
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○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

診
察
室
の
机
に
ラ
ン
タ
ン
を
置
い
て
三
笠
が

ペ
ン
を
持
つ
。 

三
笠「
観
察
が
必
要
、本
物
で
あ
れ
ば
大
発
見…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
書
こ
う
と
し
て
手
が
止
ま
る
。 

 
 
 

三
笠
が
迷
う
表
情
に
な
る
が
、
す
ぐ
に
か
ぶ

り
を
振
る
。 

三
笠
「（
小
声
）
ロ
マ
ン
あ
る
大
発
見…

…
」 

 
 
 

三
笠
が
痛
が
り
な
が
ら
も
書
き
出
す
。 

三
笠
の
声
「
僕
は
少
な
く
と
も
被
爆
し
た
は
ず
だ
」 

 
 
 

三
笠
が
頭
を
軽
く
抱
え
、
筆
を
進
め
る
。 

三
笠
の
声
「
で
も
ま
し
よ
は
無
事
だ
っ
た
！
」 

 
 
 

三
笠
が
見
上
げ
る
。 

 

○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

布
団
に
ま
し
よ
が
眠
る
。 

三
笠
の
声
「
き
っ
と
、
み
ん
な
の
励
み
に
な
る
！
」 
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○
ニ
ュ
ー
ス
映
像 

 
 
 

「
終
戦
の
御
詔
勅
！
」
の
テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 
 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
。 

 
 
 

皇
居
に
向
か
っ
て
正
座
し
て
泣
き
崩
れ
る

人
々
が
映
る
。 

 
 
 

続
い
て
「
降
伏
文
書
調
印
」
の
テ
ロ
ッ
プ
。 

 
 
 

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
の
艦
上
に
て
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
元
帥
が
演
説
す
る
。 

 
 
 

そ
の
後
、重
光
葵
が
文
書
に
調
印
し
て
い
く
。 

 

○
広
島
市
内
・
ス
ケ
ッ
チ 

 
 
 

川
沿
い
に
バ
ラ
ッ
ク
の
原
爆
ス
ラ
ム
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
。 

 
 
 

広
島
駅
前
の
闇
市
は
人
々
で
ご
っ
た
返
す
。 

 
 
 

道
路
で
は
進
駐
軍
ら
が
原
爆
被
害
を
眺
め
た

り
、カ
メ
ラ
を
構
え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観 

 
 
 

ラ
ジ
オ
か
ら
「
リ
ン
ゴ
の
唄
」
が
流
れ
る
。 
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○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
に
聴
診
器
な
ど
を
入
れ
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
さ
ん
！
」 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
を
閉
じ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
出
入
口
を
振
り
返
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
さ
ん
？
」 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
を
持
っ
て
玄
関
に
向
か
う
。 

 
 
 

階
上
か
ら
物
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
階
段
を
の
ぼ
る
。 

 

○
同
・
二
階
・
居
間
・
中 

 
 
 

モ
ン
ペ
姿
の
ま
し
よ
が
冊
子
を
読
ん
で
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
来
た
が
ま
し
よ
は
気
付
か
な
い
。 

三
笠
「
ま
し
よ
さ
ん
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
冊
子
を
後
ろ
に
隠
す
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
う
。 

三
笠
「
何
見
て
た
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
と
ぼ
け
た
顔
を
し
て
そ
っ
ぽ
を
向

く
。 

 
 
 

三
笠
も
わ
ざ
と
ら
し
く
と
ぼ
け
た
顔
を
し
て
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本
棚
を
見
る
。 

 
 
 

本
棚
に
は
「
未
知
ナ
ル
世
界
」
や
「
超
常
現

象
」な
ど
オ
カ
ル
ト
じ
み
た
背
表
紙
が
並
ぶ
。 

 
 
 

別
の
大
判
の
背
表
紙
に
は
「
人
類
、
太
陽
ヲ

作
ル
」
の
背
表
紙
。 

三
笠
「
あ
あ
！ 

僕
の
大
事
な
本
が
無
い
！
」 

 
 
 

三
笠
が
大
げ
さ
に
悲
し
い
顔
を
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
後
ろ
に
隠
し
た
本
を
出
す
。 

 
 
 

本
に
は「
魔
女
ニ
関
ス
ル
一
考
察
」の
題
字
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
に
微
笑
む
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
む
く
れ
る
。 

三
笠
「
勉
強
熱
心
だ
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
を
取
り
出
し
書
く
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
に「
魔
女
が
お
好
き
な
ん
で
す
か
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
少
し
警
戒
す
る
表
情
を
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
微
笑
む
。 

三
笠
「
歩
き
な
が
ら
話
そ
う
、
ほ
ら
行
く
よ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
階
段
を
降
り
て
い
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
つ
い
て
い
く
。 
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○
宇
品
通
り
・
外
観 

 
 
 

荷
物
を
載
せ
た
馬
車
や
ジ
ー
プ
が
走
る
。 

三
笠
の
声
「
小
さ
い
時
、
二
つ
目
の
大
戦
争
の
前
」 

 

○
同
・
海
岸
沿
い
の
街
路 

 
 
 

未
整
備
な
街
路
で
が
れ
き
の
山
が
ほ
っ
た
ら

か
し
の
状
態
。 

 
 
 

海
岸
沿
い
を
三
笠
と
ま
し
よ
が
並
ん
で
歩
く
。 

三
笠
「
僕
は
体
が
弱
く
て
寝
た
っ
き
り
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
表
情
を
見
な
が
ら
歩
く
。 

三
笠
「
そ
れ
で
親
父
ら
が
本
を
持
っ
て
き
て
ね
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
並
ん
で
歩
く
。 

 

○
皆
実
町
通
り
・
外 

 
 
 

宇
品
通
り
よ
り
幅
が
広
い
通
り
。 

 
 
 

未
整
理
で
が
れ
き
の
山
が
そ
こ
か
し
こ
に
見

え
る
。 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
ガ
レ
キ
を
避
け
な
が
ら
歩

く
。 

三
笠
「
お
と
ぎ
話
、
錬
金
術
、
超
常
現
象
」 
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三
笠
の
楽
し
げ
な
顔
。 

三
笠
「
わ
く
わ
く
し
た
な
あ
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
笑
顔
で
三
笠
を
見
る
。 

三
笠「
幼
馴
染
の
え
い
子
ち
ゃ
ん
も
持
っ
て
き
た
な
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
む
く
れ
る
。 

三
笠
「
魔
法
使
い
の
本
と
か
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
一
瞬
、
体
を
跳
ね
ら
せ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
う
。 

三
笠
「
ど
う
し
た
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
か
ぶ
り
を
振
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ず
ん
ず
ん
歩
く
。 

三
笠
「
こ
ら
こ
ら
、
ま
し
よ
さ
ん
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
足
を
止
め
、
振
り
返
る
。 

三
笠
「
あ
っ
ち
の
橋
、
渡
る
ん
だ
よ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
顔
を
赤
く
し
て
三
笠
と
共
に
橋
を

渡
る
。 

 

○
原
爆
ス
ラ
ム
・
外
観 

 
 
 

粗
末
な
バ
ラ
ッ
ク
造
り
の
家
々
が
並
ぶ
。 
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○
同
・
通
り
・
外 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
歩
く
。 

 
 
 

通
り
に
は
ス
ラ
ム
に
住
む
女
性
た
ち
が
井
戸

端
会
議
を
す
る
。 

女
性
Ａ「
ピ
カ
で
死
ん
だ
人
の
骨
が
効
く
の
か
ね
え
」 

女
性
Ｂ
「
う
ち
は
お
灸
が
効
く
っ
て
買
っ
た
わ
」 

女
性
Ｃ
「
で
も
、
新
聞
に
は
ピ
カ
の
こ
と
何
も
」 

女
性
Ｄ
「
書
い
て
な
い
わ…

…
な
ん
だ
か
怖
い
」 

 
 
 

女
性
ら
が
三
笠
と
ま
し
よ
を
見
る
。 

女
性
Ａ
「
こ
ん
に
ち
は
」 

三
笠
「
ど
う
も…

…

」 

女
性
Ｃ
「
内
野
さ
ん
と
こ
に
行
く
の
？
」 

三
笠
「
え
え
、
で
は
」 

 
 
 

三
笠
が
会
釈
し
て
、
ま
し
よ
と
共
に
そ
の
場

を
離
れ
る
。 

 
 
 

女
性
ら
が
顔
を
突
き
合
わ
す
。 

女
性
Ｃ
「
今
の
三
笠
先
生
よ
ね
」 

女
性
Ｂ
「
綺
麗
な
看
護
婦
さ
ん
だ
わ
。
あ
れ
、
で
も
」 

女
性
Ｄ
「
内
野
さ
ん
の
娘
と
は
ど
う
な
っ
た
の
？
」 

 
 
 

女
性
ら
が
三
笠
と
ま
し
よ
の
後
ろ
姿
を
見
る
。 
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女
性
ら
「
何
も
無
け
れ
ば
い
い
け
ど
」 

 
 
 

女
性
ら
が
興
味
津
々
で
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

 

○
内
野
家
の
バ
ラ
ッ
ク
・
外
観 

 
 
 

隣
接
す
る
バ
ラ
ッ
ク
と
同
様
に
粗
末
な
家
。 

 
 
 

屋
根
で
は
内
野
え
い
子
（
２４
）
が
金
づ
ち
で

打
ち
つ
け
る
。 

 

○
同
・
入
口
・
外 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
や
っ
て
く
る
。 

三
笠
「
こ
ん
に
ち
は
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
中
に
入
る
。 

 

○
同
・
居
間
・
中 

 
 
 

布
団
で
横
に
な
っ
て
い
た
内
野
キ
ミ
（
４３
）

が
起
き
上
が
る
。 

キ
ミ
「
こ
ん
に
ち
は
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
キ
ミ
の
傍
ら
に
座
る
。 

 
 
 

三
笠
が
カ
バ
ン
を
開
け
、
聴
診
器
な
ど
を
取

り
出
す
。 
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三
笠
「
前
の
時
か
ら
ど
う
で
す
？
」 

キ
ミ
「
相
変
わ
ら
ず
で
す
ね
」 

三
笠
「
そ
う
で
す
か…

…

」 

 
 
 

金
づ
ち
を
打
ち
つ
け
る
音
が
大
き
く
な
り
、

や
が
て
止
ま
る
。 

 
 
 

三
笠
が
一
瞬
、
屋
根
を
見
上
げ
る
。 

三
笠
「
そ
う
い
え
ば
、
誰
か
い
る
ん
で
す
？
」 

キ
ミ
「
あ
ら
、
言
わ
な
か
っ
た
っ
け
」 

 
 
 

三
笠
が
首
を
傾
げ
る
。 

キ
ミ
「
え
い
子
、
帰
っ
て
き
た
ん
だ
よ
」 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

キ
ミ
「
あ
の
子
、
長
崎
に
い
た
で
し
ょ
、
だ
か
ら
ね
」 

 
 
 

キ
ミ
が
悲
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

キ
ミ
「
何
も
言
わ
な
い
ん
だ
け
ど
ね…

…

」 

三
笠
「
え
い
子
ち
ゃ
ん
、
爆
弾
が
落
ち
た
日
は
？
」 

キ
ミ
「
さ
あ
、
特
に
何
も
言
っ
て
な
い
け
ど
」 

三
笠
「
そ
う
で
す
か…

…

そ
れ
じ
ゃ
診
ま
す
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
キ
ミ
の
腕
に
装
置
を
巻
く
。 

 

○
同
・
玄
関
・
外
（
夕
） 
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三
笠
と
ま
し
よ
が
出
て
き
て
中
に
振
り
返
る
。 

三
笠
「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
お
辞
儀
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
金
づ
ち
を
持
っ
て
屋
根
か
ら
降
り

て
き
て
、
三
笠
と
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ぎ
こ
ち
な
い
笑
顔
で
手
を
上
げ
る
。 

三
笠
「
や
、
や
あ…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
を
一
べ
つ
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
怒
り
の
形
相
で
金
づ
ち
を
ま
し
よ

に
向
け
て
投
げ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
ま
し
よ
を
か
ば
い
、
三
笠
の

額
に
金
づ
ち
が
命
中
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
う
め
き
声
を
あ
げ
て
そ
の
場
に
う
ず

く
ま
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
一
瞬
、
我
に
返
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
頭
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
の
額
か
ら
出
血
し
て
い
る
。 

三
笠
「…
…

大
丈
夫
だ
よ
、
行
こ
う
」 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
り
、
額
を
押
さ
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
え
い
子
を
睨
み
つ
け
る
。 
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え
い
子
が
一
瞬
、
ひ
る
む
。 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
を
睨
み
返
す
。 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
歩
き
出
す
。 

 
 
 

え
い
子
が
落
ち
て
い
た
金
づ
ち
を
拾
い
、
屋

根
に
上
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
荒
々
し
く
金
づ
ち
を
打
ち
つ
け
る
。 

 

〇
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

〇
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

診
察
室
に
は
電
灯
が
つ
い
て
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
額
の
け
が
の
部
分
に
手
を

当
て
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
目
を
閉
じ
、
集
中
す
る
。 

 
 
 

三
笠
も
目
を
閉
じ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
い
て
、
三
笠

の
額
か
ら
手
を
離
す
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
開
け
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
絆
創
膏
を
三
笠
の
額
に
貼
る
。 

三
笠
「
あ
り
が
と…

…

で
も
、
何
を
し
た
の
？
」 
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ま
し
よ
が
口
を「
お
ま
じ
な
い
」と
動
か
す
。 

 
 
 

三
笠
が
ほ
ほ
笑
む
。 

三
笠
「
だ
い
ぶ
表
情
が
軟
ら
ん
で
き
た
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
ほ
笑
ん
で
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
で
も
、
え
い
子
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
急
に
む
く
れ
る
。 

三
笠「…

…

ま
し
よ
に
金
づ
ち
を
投
げ
た
の
か
な
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
少
し
あ
き
れ
て
診
察
室
を
出
る
。 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

三
笠
「…

…

さ
て
と
」 

 
 
 

三
笠
が
階
段
を
見
て
、
人
が
い
な
い
か
確
認

す
る
。 

三
笠
が
電
灯
を
消
す
。 

 
 
 

三
笠
が
机
に
近
づ
き
、
ラ
ン
タ
ン
を
灯
す
。 

 
 
 

三
笠
が
机
か
ら
古
び
た
手
提
げ
金
庫
を
取
り

出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
右
腕
を
動
か
す
た
び
に
痛
が
る
顔
を

す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
手
提
げ
金
庫
に
操
作
し
て
開
け
る
。 

 
 
 

中
か
ら
ノ
ー
ト
を
取
り
出
し
、
金
庫
を
脇
に
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片
す
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
を
開
き
、三
笠
が
書
き
込
ん
で
い
く
。 

 

〇
宇
品
通
り
・
外
（
夜
） 

 
 
 

カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
姿
の
野
高
（
２７
）

が
え
い
子
と
並
ん
で
歩
く
。 

 
 
 

え
い
子
の
手
に
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
箱
が
握
ら

れ
る
。 

え
い
子
「
あ
い
つ
の
家
に
付
き
合
っ
て
も
ら
っ
て
す

い
ま
せ
ん
」 

 
 
 

野
高
が
手
を
振
る
。 

野
高
「
い
や
い
や
、
え
い
子
ち
ゃ
ん
の
頼
み
な
ら
」 

え
い
子
「（
笑
い
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

野
高
「
全
く
、
三
笠
の
奴
は
」 

え
い
子
「…

…

何
で
す
？
」 

野
高
「
え
い
子
ち
ゃ
ん
が
い
る
っ
て
言
う
の
に
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
か
ぶ
り
を
振
る
。 

え
い
子「
あ
い
つ
は
魔
法
や
お
化
け
の
虜
で
す
か
ら
」 

 
 
 

あ
き
れ
た
表
情
で
野
高
が
頭
を
か
く
。 

野
高
「
っ
て
こ
と
は
、
三
笠
の
横
に
い
る
子
は
」 



43 

 

え
い
子
「
魔
女
で
す
か
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
む
く
れ
た
顔
に
な
る
。 

野
高
「
で
も
よ
、
あ
の
三
笠
に
女
だ
ぞ
！
」 

え
い
子
「…

…
あ
の
看
護
婦
っ
て
一
体
？
」 

野
高
「
さ
あ
、
妙
に
は
ぐ
ら
か
す
ん
だ
よ
」 

 
 
 

え
い
子
が
持
っ
て
い
る
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
箱
を

思
わ
ず
強
く
握
り
、
変
形
さ
せ
て
し
ま
う
。 

 

○
三
笠
病
院
・
玄
関
・
外
（
夜
） 

 
 
 

え
い
子
と
野
高
が
や
っ
て
来
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
戸
か
ら
中
を
う
か
が
う
。 

 
 
 

え
い
子
が
笑
っ
て
玄
関
の
取
っ
手
に
手
を
か

け
押
す
。 

 
 
 

戸
が
開
く
。 

 
 
 

野
高
が
手
で
「
行
け
」
と
仕
草
す
る
。 

野
高
「
俺
は
待
っ
と
く
よ
」 

 
 
 

え
い
子
が
戸
を
さ
ら
に
押
す
。 

え
い
子
「
お
ー
い
、
入
る
よ
」 

 
 
 

え
い
子
が
中
に
入
っ
て
い
く
。 
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〇
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

恐
る
恐
る
え
い
子
が
中
に
入
る
。 

 
 
 

三
笠
が
机
の
ノ
ー
ト
に
突
っ
伏
し
て
眠
る
。 

え
い
子
「
ま
っ
た
く…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
に
近
づ
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
ノ
ー
ト
を
覗
き
見
る
。 

 
 
 

三
笠
の
頭
が
ノ
ー
ト
に
か
ぶ
さ
っ
て
見
え
な

い
。 

え
い
子
「
し
ょ
う
が
な
い
ね
え…

…
」 

 
 
 

三
笠
が
眠
っ
た
ま
ま
、
左
に
傾
ぐ
。 

 
 
 

三
笠
の
額
に
貼
っ
て
あ
る
絆
創
膏
が
は
が
れ

そ
う
に
な
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
い
た
ず
ら
な
笑
顔
に
な
り
、
三
笠

の
額
の
絆
創
膏
に
手
を
伸
ば
す
。 

え
い
子
「（
小
声
）
せ
ー
の
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
絆
創
膏
を
つ
か
む
。 

え
い
子
「
え
い
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
絆
創
膏
を
は
が
す
。 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
て
目
を
開
け
る
。 

え
い
子
「
え
っ
！
」 
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三
笠
の
額
に
は
傷
跡
一
つ
な
い
。 

え
い
子
「
え
？ 

え
？
」 

 
 
 

三
笠
が
困
惑
し
た
顔
に
な
る
。 

三
笠
「
え
っ
と
、
え
ー
っ
と
」 

え
い
子
「
あ
、
あ
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
慌
て
て
落
と
し
て

診
察
室
を
出
る
。 

 

〇
同
・
玄
関
・
外
（
夜
） 

 
 
 

野
高
が
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
野
高
に
ぶ
つ
か
っ
て
走
り
去
る
。 

野
高
「
お
、
お
い
！
」 

 
 
 

野
高
が
加
え
て
い
た
タ
バ
コ
を
捨
て
、
え
い

子
を
追
う
。 

 

〇
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
数
回
ま
ば
た
き
を
し
て
、
辺
り
を
う

か
が
う
。 

 
 
 

三
笠
が
首
を
傾
げ
て
床
を
見
る
と
、
ひ
し
ゃ

げ
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
箱
が
見
え
る
。 
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三
笠
が
左
手
で
ひ
ろ
う
。 

 
 
 

三
笠
が
不
思
議
そ
う
に
首
を
傾
げ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
額
に
手
を
当
て
る
。 

 
 
 

三
笠
が
診
察
カ
バ
ン
に
近
づ
き
、
鏡
を
取
り

出
し
、
自
身
の
顔
を
見
る
。 

 
 
 

額
の
傷
が
一
つ
も
な
い
状
態
に
気
づ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
階
上
を
見
る
。 

 

○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

布
団
の
中
で
ま
し
よ
が
寝
息
を
立
て
て
寝
る
。 

 

○
広
島
市
内
・
俯
瞰
（
朝
） 

 
 
 

朝
日
が
街
を
照
ら
し
出
す
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
朝
） 

 

○
同
・
洗
濯
場
・
外
（
朝
） 

 
 
 

病
院
の
壁
に
一
本
の
ほ
う
き
が
立
て
か
け
ら

れ
て
い
る
。 

 
 
 

モ
ン
ペ
を
着
た
ま
し
よ
が
ほ
う
き
を
眺
め
る
。 
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ま
し
よ
が
辺
り
を
見
渡
し
て
、
ゆ
っ
く
り
ほ

う
き
に
手
を
伸
ば
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
を
つ
か
み
、
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
そ
れ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
の
重
さ
を
確
認
し
て
、
ま

た
が
ろ
う
と
足
を
上
げ
る
。 

三
笠
の
声
「
ま
し
よ
さ
ん
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
飛
び
上
が
り
、
慌
て
て
そ
の
場
を

ほ
う
き
で
は
く
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
い
な
が
ら
や
っ
て
来
る
。 

三
笠
「
お
は
よ
う
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
一
礼
す
る
。 

三
笠
「
何
し
て
た
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
顔
を
赤
ら
め
て
、そ
っ
ぽ
を
向
く
。 

三
笠
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
飛
ぼ
う
と
し
た
り
し
て
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
一
瞬
、
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
お
も
む
ろ
に
ほ
う
き
に
ま
た
が
る
。 

 
 
 

三
笠
が
興
味
あ
る
よ
う
な
顔
で
そ
れ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
目
を
閉
じ
、両
足
で
地
面
を
蹴
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
体
は
す
ぐ
に
地
面
に
落
ち
る
。 
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ま
し
よ
が
頭
を
か
き
な
が
ら
立
ち
上
が
る
。 

三
笠
「（
笑
い
）
分
か
っ
た…

…

と
こ
ろ
で
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
モ
ン
ペ
姿
を
見
る
。 

三
笠
「
洋
装
が
準
備
で
き
た
か
ら
、
着
る
か
い
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
明
る
い
顔
を
し
て
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
二
階
に
あ
る
か
ら
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
駆
け
出
す
。 

三
笠
「
黒
い
の
は
お
針
子
さ
ん
に
頼
ん
だ
か
ら
ね
」 

 
 
 

三
笠
が
笑
い
な
が
ら
見
送
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ほ
う
き
に
振
り
返
る
。 

 

○
宇
品
通
り
・
外 

 
 
 

一
台
の
進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
が
走
る
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観 

 
 
 

ジ
ー
プ
の
走
っ
て
く
る
音
が
聞
こ
え
る
。 

 

○
同
・
玄
関
・
外 

 
 
 

玄
関
先
に
ジ
ー
プ
が
止
ま
り
、
二
人
の
進
駐

軍
が
降
り
る
。 
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進
駐
軍
ら
が
中
を
う
か
が
い
見
る
。 

進
駐
軍
Ａ
「
ヘ
ー
イ
！
」 

 
 
 

机
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

中
か
ら
三
笠
が
現
れ
る
。 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
朝
） 

 
 
 

三
笠
が
イ
ス
に
座
っ
て
い
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
二
人
が
立
っ
て
い
る
。 

三
笠「
つ
ま
り
被
爆
者
調
査
の
た
め
協
力
し
ろ
と
？
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
Ａ
に
訳
し
、
Ａ
が
Ｂ
に
話
す
。 

進
駐
軍
Ｂ
「
は
い
」 

三
笠「
な
ら
、日
赤
や
陸
軍
病
院
に
あ
た
る
べ
き
で
」 

 
 
 

三
笠
が
診
察
室
を
見
渡
す
。 

三
笠
「
こ
こ
に
は
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

 
 
 

三
笠
が
進
駐
軍
ら
を
見
る
。 

三
笠
「
あ
な
た
方
が
望
む
よ
う
な
資
料
は
ね
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
と
Ｂ
が
や
り
と
り
す
る
。 

進
駐
軍
Ｂ
「
私
達
が
欲
し
い
の
は
あ
な
た
の
助
手
」 

三
笠
「
助
手
？
」 

進
駐
軍
Ｂ
「
あ
な
た
の
助
手
、
怪
我
一
つ
な
い
」 



50 

 

 
 
 

三
笠
が
困
惑
し
た
顔
に
な
る
。 

三
笠
「
そ
、
そ
れ
は
市
外
か
ら
来
た
わ
け
で
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
か
ぶ
り
を
振
る
。 

進
駐
軍
Ｂ
「
あ
の
日
、
彼
女
を
見
た
人
が
い
る
」 

三
笠
「…

…

あ
り
得
ま
せ
ん
」 

進
駐
軍
Ｂ
「
な
ぜ
で
す
？
」 

三
笠
「
も
し
、
あ
の
地
に
い
た
な
ら
即
死
か
重
傷
」 

 
 
 

三
笠
が
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ
る 

三
笠
「
そ
れ
は
あ
な
た
の
方
が
ご
存
じ
で
は
？
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
苦
虫
を
つ
ぶ
し
た
顔
を
す
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
と
Ｂ
が
や
り
と
り
を
す
る
。 

 
 
 

そ
こ
へ
洋
装
に
着
替
え
た
ま
し
よ
が
や
っ
て

く
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
ま
し
よ
を
見
て
、
思
わ
ず
口
笛

を
吹
く
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
ま
し
よ
を
凝
視
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
お
ず
お
ず
と
お
辞
儀
す
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
い
き
な
り
ま
し
よ
の
右
腕
を
つ

か
む
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
思
わ
ず
腕
を
引
っ
込
め
よ
う
と
抵
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抗
す
る
。 

三
笠
「
ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
立
ち
上
が
り
、
進
駐
軍
Ｂ
か

ら
無
理
や
り
手
を
離
す
。 

進
駐
軍
Ｂ
「…

…
ま
た
来
ま
す
」 

 
 
 

進
駐
軍
ら
が
不
満
げ
な
顔
で
去
ろ
う
と
す
る
。

お
も
む
ろ
に
進
駐
軍
Ｂ
が
振
り
返
る
。 

進
駐
軍
Ｂ
「
そ
う
そ
う
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

進
駐
軍
Ｂ
「
行
方
不
明
の
事
件
が
起
き
て
ま
す
よ
」 

 
 
 

進
駐
軍
ら
が
去
っ
て
い
く
。 

三
笠
「…

…

心
得
て
お
き
ま
す
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
診
察
室
を
駆
け
出
て
、
枡
を
持
っ

て
慌
て
て
外
に
出
よ
う
と
す
る
。 

三
笠
「
待
っ
て
！ 

待
っ
て
！
」 

 
 
 

三
笠
も
慌
て
て
ま
し
よ
の
後
を
追
う
。 

 

○
同
・
玄
関
・
外 

 
 
 

進
駐
軍
ら
が
乗
っ
た
ジ
ー
プ
が
走
り
去
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
や
っ
て
き
て
、
持
っ
て
い
た
枡
の
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中
を
つ
か
ん
で
ま
こ
う
と
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
や
っ
て
き
て
、
ま
し
よ
を
羽

交
い
絞
め
す
る
。 

三
笠
「
ダ
メ
！ 

ダ
メ
！ 

ダ
メ
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
不
満
タ
ラ
タ
ラ
で
振
り
返
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
手
に
は
塩
が
握
ら
れ
る
。 

三
笠
「
高
い
の
！ 

ホ
ン
ト
に
高
い
の
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
む
く
れ
た
ま
ま
桝
を
三
笠
に
渡
し
、

中
へ
入
る
。 

 
 
 

三
笠
が
申
し
訳
な
い
程
度
に
塩
を
ま
く
。 

 

○
同
・
屋
上
・
外 

 
 
 

快
晴
の
空
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

い
い
天
気
に
、
ま
し
よ
が
笑
顔
に
な
る
。 

三
笠
の
声
「
ご
め
ん
よ
ー
」 

 
 
 

三
笠
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ジ
ト
目
で
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ポ
ケ
ッ
ト
を
漁
る
。 

三
笠
「
だ
か
ら
お
詫
び
に…

…

ん
！
」 



53 

 

 
 
 

三
笠
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
キ
ャ
ラ
メ
ル
箱
を
取

り
出
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
表
情
が
一
転
し
て
笑
顔
に
な
り
、

三
笠
に
近
づ
く
。 

 

○
青
空 

 
 
 

雲
一
つ
な
い
快
晴
。 

三
笠
の
声
「
い
い
天
気
だ
ね…

…
」 

 

○
三
笠
病
院
・
屋
上
・
外 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
体
操
座
り
で
空
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
飲
み
込
む
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
手
に
あ
る
キ
ャ
ラ
メ
ル
箱

を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
そ
れ
に
気
づ
き
、
箱
か
ら
キ
ャ
ラ
メ

ル
を
取
り
出
す
。 

三
笠
「
い
い
よ
」 

 
 
 

三
笠
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
箱
か
ら
一
粒
出
す
。 

三
笠
「
こ
こ
の
お
礼
」 

 
 
 

三
笠
が
自
身
の
額
を
指
さ
す
。 
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ま
し
よ
が
一
瞬
戸
惑
う
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
顔
で
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
お
ず
お
ず
と
そ
れ
を
受
け
取
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
ほ
お
ば
る
。 

 
 
 

三
笠
が
再
び
空
を
見
る
。 

三
笠
「
こ
れ
は
独
り
言
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
怪
訝
な
顔
で
三
笠
を
見
る
。 

三
笠
「
あ
の
日
か
ら
こ
の
街
は
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

三
笠
「
も
は
や
違
う
街…

…

そ
し
て
人
」 

 
 
 

三
笠
が
寂
し
げ
に
笑
い
、
空
を
見
続
け
る
。 

三
笠
「
噂
じ
ゃ
７
５
年
、
草
木
が
生
え
な
い
と
か
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
噂
だ
よ…

…

で
も
噂
に
人
は
お
び
え
て
る
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
た
め
息
を
つ
く
。 

三
笠
「
で
も
、
あ
の
日
を
生
き
残
っ
た
人
々
を
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

三
笠
「
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
も
視
線
を
そ
ら
さ
ず
三
笠
を
見
る
。 

三
笠
「
そ
の
力
で
助
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば…

…

」 
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ま
し
よ
が
思
わ
ず
視
線
を
逸
ら
す
。 

三
笠
「…

…

な
ん
て
ね
、
ご
め
ん
。
独
り
言
」 

 
 
 

三
笠
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
箱
ご
と
ま
し
よ
に
差

し
出
す
。 

三
笠
「
気
に
し
な
い
で…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
手
を
伸
ば
し
か
け
て
、
か
ぶ
り
を

振
っ
て
箱
を
三
笠
に
押
し
返
す
。 

 
 
 

不
意
に
三
笠
が
ま
し
よ
に
倒
れ
掛
か
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
三
笠
を
受
け
止
め
る
。 

 
 
 

三
笠
の
息
が
弱
い
。 

楢
橋
の
声
「
お
ー
い
！ 

い
る
か
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
慌
て
て
屋
上
を
出
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
楢
橋
市
屋
（
２４
）
を
引
っ
張
っ
て

く
る
。 

 
 
 

楢
橋
が
横
た
わ
る
三
笠
に
気
づ
く
。 

楢
橋
「
三
笠
！ 

大
丈
夫
か
？
」 

 
 
 

楢
橋
が
三
笠
を
抱
き
か
か
え
る
。 

楢
橋
「
布
団
と
、
冷
た
い
水
を
頼
む
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
な
ず
き
屋
上
を
出
る
。 
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○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夕
） 

 
 
 

布
団
に
横
た
わ
る
三
笠
。 

 
 
 

三
笠
の
傍
ら
で
楢
橋
が
様
子
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
楢
橋
の
後
ろ
で
不
安
げ
に
見
る
。 

三
笠
「
悪
い
な…

…
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
だ
け
だ
よ
」 

楢
橋
「
大
丈
夫
か
？ 
何
か
欲
し
い
の
あ
る
か
？
」 

三
笠
「
喉
が
渇
い
た
な
、
甘
い
モ
ン
、
無
い
か
？
」 

 
 
 

楢
橋
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

楢
橋「
サ
イ
ダ
ー
が
下
に
あ
る
ん
で
、い
い
で
す
か
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
な
ず
い
て
居
間
を
出
る
。 

 
 
 

三
笠
が
起
き
上
が
る
。 

楢
橋
「
無
理
す
る
な
よ
」 

三
笠「
大
丈
夫
だ
よ…

…

ん
で
楢
橋
、な
ぜ
こ
こ
に
？
」 

楢
橋
「
ピ
カ
の
調
査
団
と
し
て
来
た
ん
だ
」 

 
 
 

楢
橋
が
廊
下
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
サ
イ
ダ
ー
と
グ
ラ
ス
を
二
つ
持
っ

て
く
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
サ
イ
ダ
ー
を
つ
い
で
い
く
。 

 
 
 

楢
橋
が
三
笠
の
頭
を
小
突
く
。 

楢
橋「
何
だ
い
！ 

い
つ
の
間
に
嫁
と
っ
た
ん
だ
！
」 
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ま
し
よ
が
照
れ
く
さ
そ
う
に
部
屋
を
出
る
。 

楢
橋
「
九
大
一
の
朴
念
仁
が
！
」 

 
 
 

楢
橋
が
笑
い
な
が
ら
、
サ
イ
ダ
ー
を
飲
む
。 

 
 
 

楢
橋
が
表
情
を
引
き
締
め
る
。 

楢
橋
「
と
こ
ろ
で
、
お
前
、
あ
の
日
い
た
ん
だ
な
？
」 

三
笠
「
あ
の
日
っ
て
、
ピ
カ
ド
ン
の
日
か
？
」 

 
 
 

楢
橋
が
う
な
ず
き
、
カ
バ
ン
か
ら
地
図
を
取

り
出
す
。 

楢
橋
「…

…

市
内
か
？
」 

 
 
 

三
笠
が
う
な
ず
く
。 

楢
橋
「…

…

変
な
こ
と
聞
い
て
い
い
か
？
」 

三
笠
「
何
だ
？
」 

楢
橋
「…

…

魔
女
を
見
ん
か
っ
た
か
？
」 

 
 
 

三
笠
の
表
情
が
一
瞬
こ
わ
ば
る
。 

三
笠
「
な
、
何
だ
よ
、
急
に
」 

 
 
 

楢
橋
が
カ
バ
ン
か
ら
メ
モ
書
き
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

楢
橋
が
メ
モ
を
三
笠
に
渡
す
。 

楢
橋
「
あ
の
上
空
で
見
た
と
言
っ
て
る
ん
だ
」 

 
 
 

三
笠
が
そ
れ
を
見
る
。 

楢
橋
「
あ
れ
を
落
と
し
た
搭
乗
員
が
見
た
と
」 
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三
笠
が
無
言
で
楢
橋
に
メ
モ
を
突
き
返
す
。 

三
笠
「
ば
か
ば
か
し
い
！
」 

楢
橋
「…

…
悪
か
っ
た
よ
、
そ
ん
な
に
怒
る
な
」 

 
 
 

楢
橋
が
メ
モ
を
カ
バ
ン
に
し
ま
う
。 

楢
橋
「…

…

な
ん
か
、
変
わ
っ
た
な
」 

三
笠
「
何
が
さ
？
」 

 
 
 

楢
橋
が
本
棚
を
あ
ご
で
示
す
。 

楢
橋「
大
学
生
の
お
前
な
ら
、身
を
乗
り
出
し
た
よ
」 

三
笠
「
ピ
カ
の
後
じ
ゃ
あ
ね…

…
」 

 
 
 

三
笠
が
そ
っ
ぽ
を
向
く
。 

楢
橋
「
分
か
っ
て
る
と
思
う
が
、
お
前
の
体
は
」 

三
笠
「
知
っ
て
る
よ
！ 

被
爆
し
て
る
ん
だ
！
」 

 
 
 

楢
橋
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

楢
橋「…

…

米
軍
は
こ
の
話
に
探
り
を
入
れ
て
い
る
」 

三
笠
「
な
ん
の
た
め
に
さ
？
」 

楢
橋
「
治
療
の
た
め…

…

も
し
有
効
な
ら
」 

 
 
 

三
笠
が
楢
橋
を
見
る
。 

楢
橋
「
広
島
、
長
崎
を
救
え
る
ぜ…

…

」 

三
笠
「
暇
な
ん
だ
な
、
米
軍
は…

…

帰
っ
て
く
れ
」 

 
 
 

楢
橋
が
小
さ
く
た
め
息
を
つ
い
て
立
つ
。 
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楢
橋
「
あ
と
、
哲
学
の
黒
崎
教
授
、
覚
え
て
る
か
？
」 

三
笠
「
あ
あ
、
オ
カ
ル
ト
な
授
業
で
覚
え
て
る
よ
」 

楢
橋
「…

…
死
ん
だ
よ
、
自
殺
だ
っ
て
」 

 
 
 

三
笠
が
驚
い
て
目
を
丸
く
す
る
。 

三
笠
「
ど
う
し
て
？ 

教
授
に
戻
っ
た
ん
だ
ろ
？
」 

楢
橋「…

…

人
間
が
あ
れ
作
っ
ち
ま
っ
た
か
ら
だ
と
」 

 
 
 

楢
橋
が
あ
ご
で
窓
の
外
の
太
陽
を
指
す
。 

楢
橋「
そ
の
う
ち
、別
の
太
陽
系
も
作
れ
る
だ
ろ
う
」 

三
笠
「…

…

人
間
が
神
様
に
な
る
つ
も
り
な
ら
」 

 
 
 

楢
橋
が
う
な
ず
く
。 

楢
橋「
も
う
、魔
法
や
神
様
は
用
済
み
だ
ろ
う
っ
て
」 

 
 
 

楢
橋
が
手
を
上
げ
て
去
っ
て
い
く
。 

 
 
 

三
笠
が
呆
然
と
見
送
る
。 

 

○A
B

C
C

資
料
映
像 

 
 
 

米
国
の
研
究
団
体
が
病
院
で
被
爆
者
を
調
査

す
る
映
像
。 

三
笠
の
声
「
ア
メ
リ
カ
・A

B
C

C

に
よ
る
調
査
が
始

ま
っ
た
」 
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○
三
笠
病
院
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

机
に
向
か
っ
て
三
笠
が
ノ
ー
ト
に
書
く
。 

三
笠
の
声
「
彼
ら
の
研
究
の
目
的
は
分
か
ら
な
い
」 

 
 
 

三
笠
の
筆
が
止
ま
り
、
宙
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
再
び
筆
を
進
め
る
。 

三
笠
の
声
「
楢
橋
の
言
う
通
り
、
原
爆
症
を
治
す
た

め
な
ら
」 

 
 
 

三
笠
が
筆
を
止
め
る
。 

三
笠
の
声
「
ま
し
よ
を
引
き
渡
す
の
は
筋
だ…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
見
上
げ
る
。 

 

○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

ま
し
よ
が
布
団
に
眠
っ
て
い
る
。 

三
笠
の
声
「
で
も…

…

そ
れ
が
正
し
い
の
か
？
」 

 

〇
原
爆
ス
ラ
ム
・
全
景 

 
 
 

雷
鳴
が
近
づ
く
。 

 

〇
同
・
通
り
・
外 

 
 
 

傘
を
持
っ
た
三
笠
と
ま
し
よ
が
歩
く
。 
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三
笠
と
ま
し
よ
が
歩
み
を
止
め
る
。 

 
 
 

三
笠
が
と
あ
る
家
の
中
を
見
る
。 

え
い
子
の
声
「…

…

死
ん
だ
よ
」 

 
 
 

三
笠
が
慌
て
て
振
り
返
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
立
っ
て
い
る
。 

え
い
子
「
あ
る
日
、
血
を
吐
い
て
死
ん
だ
」 

三
笠「
え
？ 

で
もA

B
C

C
に
行
っ
て
た
ん
じ
ゃ
？
」 

え
い
子
「
さ
あ
、
調
べ
た
だ
け
な
ん
じ
ゃ
な
い
？
」 

三
笠
「…

…

な
ん
で
僕
に
連
絡
し
な
か
っ
た
の
？
」 

え
い
子
「…

…

連
絡
し
た
ら
助
か
っ
た
？
」 

 
 
 

三
笠
が
言
葉
に
詰
ま
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
歩
き
出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
悔
し
そ
う
に
う
つ
む
き
な
が
ら
歩
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
不
安
げ
に
つ
い
て
い
く
。 

 

〇
内
野
家
の
バ
ラ
ッ
ク
・
居
間
・
中 

 
 
 

キ
ミ
が
布
団
か
ら
起
き
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
キ
ミ
を
触
診
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
記
録
を
取
る
。 

三
笠
「
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
」 



62 

 

キ
ミ
「
あ
り
が
と
ね
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
器
具
を
カ
バ
ン
に
し
ま
う
。 

 
 
 

キ
ミ
が
三
笠
の
後
ろ
に
い
る
え
い
子
を
見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
座
っ
て
化
粧
を
す
る
。 

 
 
 

キ
ミ
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

キ
ミ
「
あ
な
た
は
、
広
島
の
人
な
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

三
笠「
ま
し
よ
は
県
外
か
ら
の
応
援
で
来
た
ん
で
す
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
と
え
い
こ
の
後
ろ
姿
を
睨
む
。 

 
 
 

え
い
子
が
立
ち
上
が
り
、
キ
ミ
に
近
づ
く
。 

え
い
子
「
そ
れ
じ
ゃ
、
駅
ま
で
行
っ
て
き
ま
す
」 

キ
ミ
「
あ
、
そ
う
だ
」 

 
 
 

キ
ミ
が
三
笠
と
ま
し
よ
を
見
る
。 

キ
ミ
「
三
笠
先
生
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
ら
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
複
雑
な
表
情
に
な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
振
り
返
る
。 

三
笠
「
僕
に
で
き
る
こ
と
な
ら…

…

い
い
よ
」 

 
 
 

え
い
子
が
複
雑
な
顔
で
う
な
ず
く
。 

え
い
子
「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
、
お
願
い…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
。 
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キ
ミ
が
三
笠
の
裾
を
引
っ
張
る
。 

キ
ミ
「
ち
ょ
っ
と
、
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
」 

 
 
 

三
笠
が
怪
訝
な
顔
で
座
る
。 

キ
ミ
「
え
い
子
、
先
に
駅
に
行
っ
て
な
さ
い
」 

 
 
 

え
い
子
が
小
さ
く
う
な
ず
き
、
外
に
出
る
。 

キ
ミ
「
悪
い
け
ど
、
あ
そ
こ
の
棚
の
中
を
取
っ
て
」 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
り
、
棚
の
中
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
棚
の
中
か
ら
一
枚
の
紙
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

キ
ミ
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

三
笠
が
紙
を
見
る
と
、
死
亡
通
知
の
文
書
。 

キ
ミ
「
そ
れ…

…

あ
の
子
に
伝
え
て
ほ
し
い
の
」 

 
 
 

三
笠
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

キ
ミ「
あ
な
た
な
ら
聞
い
て
く
れ
る
と
思
う
の…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
う
つ
む
き
な
が
ら
も
、
う
な
ず
く
。 

 

○
広
島
駅
前
・
全
景
（
夕
） 

 
 
 

雨
が
降
る
。 

 
 
 

駅
前
に
は
闇
市
が
形
成
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
で
ご
っ
た
返
す
。 
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○
広
島
駅
前
電
停
・
外
（
夕
） 

 
 
 

路
面
電
車
が
電
停
で
止
ま
り
乗
客
が
降
り
る
。 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
降
り
る
。 

 

○
広
島
駅
・
外
観
（
夕
） 

 
 
 

木
造
の
仮
設
の
造
り
。 

 

○
同
・
改
札
口
・
外
（
夕
） 

 
 
 

雨
の
中
、
傘
も
さ
さ
ず
に
え
い
子
が
立
つ
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
気
づ
き
近
づ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
傘
を
静
か
に
え
い
子
に
か
ざ
す
。 

三
笠「
え
い
子
ち
ゃ
ん…

…

お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
」 

 
 
 

え
い
子
が
小
刻
み
に
体
を
震
わ
せ
る
。 

三
笠
「
い
つ
も
駅
で
旦
那
さ
ん
、
待
っ
て
る
っ
て
」 

 
 
 

え
い
子
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

三
笠
「…

…

残
念
だ
け
ど
、
長
崎
の
ピ
カ
で
」 

え
い
子
「
知
っ
て
る
よ
、
旦
那
が
死
ん
で
る
の
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
の
体
を
さ
す
る
。 

え
い
子
「
で
も
、
す
が
り
た
い
の
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
両
手
で
泣
き
じ
ゃ
く
る
。 
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え
い
子「
私
は
あ
の
日
、こ
こ
で
ピ
カ
に
あ
っ
た
の
」 

三
笠
「…

…

そ
う
な
ん
だ
」 

え
い
子
「
旦
那
で
も
、
あ
ん
た
で
も
い
い
か
ら…

…

す
が
り
た
い
の
」 

三
笠
「…

…

家
に
帰
ろ
う
、
ね
？
」 

 
 
 

三
笠
が
辺
り
を
見
渡
す
。 

三
笠
「
あ
れ
？ 

ま
し
よ
さ
ん
？
」 

 
 
 

三
笠
の
目
が
ジ
ー
プ
に
留
ま
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
と
Ｂ
が
ジ
ー
プ
に
何
か
を
押
さ
え

つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
凝
ら
す
。 

 
 
 

ジ
ー
プ
か
ら
細
い
足
が
抵
抗
し
て
い
る
の
が

見
え
る
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
丸
く
す
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
さ
ん
！
」 

 
 
 

三
笠
が
駆
け
だ
そ
う
と
す
る
。 

 
 
 

そ
の
袖
を
え
い
子
が
思
わ
ず
引
っ
張
る
。 

 
 
 

三
笠
が
一
瞬
、
躊
躇
す
る
。 

三
笠
「…

…

ご
め
ん
、
ま
し
よ
は
特
別
な
ん
だ
」 

 
 
 

三
笠
が
乱
暴
に
え
い
子
の
手
を
払
い
、
ジ
ー
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プ
に
駆
け
寄
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ジ
ー
プ
に
乗
っ
て
い
る
進
駐
軍
ら
と

も
み
合
い
に
な
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
が
ジ
ー
プ
を
無
理
や
り
発
進
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
恨
め
し
気
に
ジ
ー
プ
を
見
送
る
。 

野
高
の
声
「
え
い
子
ち
ゃ
ー
ん
！ 

ご
め
ん
！
」 

 
 
 

ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
の
野
高
が
傘
を
さ
し
て
や
っ

て
く
る
。 

 
 
 

野
高
が
傘
を
え
い
子
に
さ
す
。 

野
高
「
遅
れ
た
よ
！ 

す
ま
ん
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
悔
し
気
な
顔
を
野
高
に
見
せ
る
。 

 
 
 

野
高
が
怯
む
。 

野
高
「
ど
う
し
た
？
」 

え
い
子
「…

…

あ
い
つ
と
女
が
ジ
ー
プ
に
」 

野
高
「
あ
い
つ
っ
て
三
笠
か
？
」 

え
い
子
「
さ
ら
わ
れ
た
」 

野
高
「
な
！ 

ジ
ー
プ
は
覚
え
て
る
か
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
う
な
ず
く
。 

野
高
「
よ
っ
し
ゃ
！ 

馬
持
っ
て
き
て
や
る
！
」 

 
 
 

野
高
が
駆
け
出
す
。 
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〇
紙
屋
町
大
通
り
・
外
（
夕
） 

 
 
 

ジ
ー
プ
が
蛇
行
し
な
が
ら
走
っ
て
く
る
。 

 

〇
同
・
ジ
ー
プ
車
上
・
外
（
夕
） 

 
 
 

車
上
で
三
笠
が
運
転
す
る
進
駐
軍
Ａ
と
も
み

あ
い
に
な
る
。 

 
 
 

後
部
座
席
の
ま
し
よ
も
進
駐
軍
Ｂ
に
暴
れ
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ｂ
が
ま
し
よ
を
押
さ
え
つ
け
よ
う
と

す
る
。 

三
笠
「
止
め
ろ
！ 

降
ろ
せ
！
」 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
三
笠
を
振
り
払
お
う
と
、
顔
を

後
ろ
に
向
け
た
り
前
に
戻
し
た
り
す
る
。 

 
 
 

車
体
が
大
き
く
蛇
行
す
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
絶
叫
し
な
が
ら
ハ
ン
ド
ル
を
切

っ
て
正
面
の
路
面
電
車
を
よ
け
る
。 

 
 
 

M
P

の
ジ
ー
プ
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
追

い
か
け
て
く
る
。 

 
 
 

運
転
手
が
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
。 

 

〇
相
生
橋
・
外
観
（
夕
） 
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ジ
ー
プ
が
蛇
行
し
な
が
ら
や
っ
て
く
る
。 

 

〇
ジ
ー
プ
車
上
・
外
（
夕
） 

 
 
 

三
笠
が
運
転
席
に
乗
り
込
も
う
と
す
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
防
戦
一
方
で
、
ハ
ン
ド
ル
操
作

が
お
ろ
そ
か
に
な
る
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
ハ
ン
ド
ル
を
大
き
く
左
に
切
っ

て
し
ま
う
。 

 
 
 

進
駐
軍
Ａ
が
絶
叫
す
る
。 

 

〇
相
生
橋
・
橋
上
・
外
（
夕
） 

 
 
 

ジ
ー
プ
が
橋
か
ら
落
ち
る
。 

 
 
 

周
り
の
人
達
が
慌
て
て
橋
か
ら
落
ち
た
場
所

を
見
る
。 

 

○
紙
屋
町
通
り
・
外
（
夕
） 

 
 
 

馬
に
乗
っ
た
野
高
が
駆
け
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
野
高
の
後
ろ
に
引
っ
付
く
。 

野
高
「
ん
？
」 

 
 
 

野
高
の
視
線
の
先
に
人
だ
か
り
が
見
え
る
。 
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○
相
生
橋
・
橋
上
・
外
（
夕
） 

 
 
 

橋
の
た
も
と
に
野
高
が
馬
を
止
め
、降
り
る
。 

 
 
 

次
い
で
え
い
子
を
降
ろ
す
補
助
を
し
て
、
え

い
子
が
降
り
る
。 

 
 
 

野
高
と
え
い
子
が
人
だ
か
り
を
か
き
分
け
、

そ
の
先
を
見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
目
を
丸
く
し
て
お
の
の
く
。 

 

○
川
・
外
（
夕
） 

 
 
 

増
水
し
た
川
に
は
つ
ぶ
れ
た
ジ
ー
プ
と
そ
の

残
骸
が
残
っ
て
い
る
。 

 

○
相
生
橋
・
橋
上
・
外
（
夕
） 

 
 
 

え
い
子
が
小
刻
み
に
震
え
、
指
を
指
す
。 

 
 
 

野
高
が
川
面
と
え
い
子
を
交
互
に
見
る
。 

野
高
「
間
違
い
な
い
か
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
う
な
ず
く
。 

 
 
 

野
高
が
川
面
を
見
る
と
、
増
水
し
た
川
が
勢

い
よ
く
流
れ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
力
な
く
そ
の
場
に
座
り
込
む
。 
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○
海
中
（
夜
） 

 
 
 

海
の
中
に
三
笠
が
漂
う
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
開
き
、
息
苦
し
そ
う
な
表
情
で

海
面
に
出
よ
う
と
も
が
く
。 

 

○
海
面
・
外
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
海
面
に
か
ろ
う
じ
て
顔
を
出
し
、
辺

り
を
見
渡
す
。 

三
笠
「
ま
し
よ
！ 

ま
し
よ
さ
ん
！
」 

 
 
 

見
渡
す
と
宇
品
港
と
似
島
が
近
く
に
見
え
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
溺
れ
そ
う
に
な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
海
面
に
手
を
残
し
て
沈
む
。 

 
 
 

と
っ
さ
に
宙
か
ら
手
が
伸
び
、
三
笠
を
引
っ

張
り
上
げ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
海
面
に
現
れ
、
掴
ん
で
い
る
手
の
先

を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
の
視
線
の
先
に
、
ま
し
よ
が
ほ
う
き
に

ま
た
が
っ
て
宙
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

 
 
 

ほ
う
き
の
柄
に
は
三
笠
の
カ
バ
ン
が
あ
る
。 
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三
笠
が
目
を
丸
く
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
、
か
ろ
う
じ
て
三
笠
の
体
を
海
面

か
ら
引
き
ず
り
出
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
重
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
宇
品
の
方
を
指
さ
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
な
ず
き
、
高
度
を
上
げ
、
三
笠

を
宇
品
へ
引
っ
張
っ
て
飛
ぶ
。 

 

〇
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

〇
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

え
い
子
が
診
察
室
の
イ
ス
に
力
な
く
座
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
机
の
引
き
出
し
を
漁
る
。 

え
い
子
「
ん
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
下
の
引
き
出
し
か
ら
手
提
げ
の
金

庫
を
見
つ
け
る
。 

え
い
子
「…
…

私
が
あ
げ
た
や
つ
」 

 
 
 

え
い
子
が
手
提
げ
金
庫
を
カ
バ
ン
の
横
に
置

く
。 

え
い
子
「
ま
だ
使
っ
て
た
ん
だ…

…

」 
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え
い
子
が
金
庫
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
開
け
る
の
を
た
め
ら
い
、
一
瞬
手

を
引
っ
込
め
る
。 

 
 
 

金
庫
が
ひ
と
り
で
に
音
を
立
て
て
開
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
驚
く
も
、
金
庫
の
中
を
覗
く
。 

 
 
 

金
庫
の
中
に
は
一
冊
の
ノ
ー
ト
が
あ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
右
手
を
た
め
ら
う
よ
う
に
動
か
し
、

ノ
ー
ト
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

え
い
子
が
ノ
ー
ト
を
開
く
。 

 
 
 

え
い
子
の
目
が
丸
く
な
る
。 

 

○
宇
品
港
・
上
空
（
夜
） 

 
 
 

港
や
三
笠
病
院
が
見
え
る
高
度
。 

 
 
 

小
数
人
が
行
き
交
う
の
が
見
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
宙
で
留
ま
る
。 

 
 
 

三
笠
が
両
手
で
何
と
か
ほ
う
き
に
つ
か
ま
る
。 

三
笠
「
ま
ず
い
な…

…

人
が
い
る
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
病
院
の
屋
上
を
指
さ
す
。 

三
笠
「
病
院
の
屋
上
か
、
う
ん
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
高
度
を
下
げ
て
い
く
。 
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○
三
笠
病
院
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

え
い
子
が
ノ
ー
ト
を
静
か
に
閉
じ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
外
を
見
る
と
、
飛
ん
で
い
る
影
を

見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
意
を
決
し
た
顔
を
す
る
。 

 

○
同
・
屋
上
・
外
（
夜
） 

 
 
 

ま
し
よ
が
高
度
を
下
げ
、
三
笠
が
降
り
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
も
ほ
う
き
か
ら
降
り
て
屋
上
に
立
つ
。 

 
 
 

三
笠
が
興
奮
気
味
に
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
力
な
う
笑
う
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
倒
れ
掛
か
る
。 

 
 
 

と
っ
さ
に
三
笠
が
正
面
で
ま
し
よ
を
受
け
止

め
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
優
し
く
抱
き
し
め
る
。 

え
い
子
の
声
「…
…

助
か
っ
た
の
ね
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
声
の
方
を
向
く
。 

 
 
 

笑
顔
の
え
い
子
が
立
つ
。 

 
 
 

え
い
子
の
手
は
後
ろ
に
組
ん
で
い
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
静
か
に
三
笠
と
ま
し
よ
に
近
づ
く
。 
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え
い
子
「…

…

ほ
ん
と
、
助
か
っ
て
よ
か
っ
た
ね
」 

 
 
 

え
い
子
の
目
は
冷
た
い
。 

三
笠
「
あ…

…

ご
め
ん
」 

え
い
子
「
で
も
ど
う
や
っ
て
助
か
っ
た
の
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
笑
う
が
、
目
が
冷
た
い
ま
ま
。 

三
笠
「
え
っ
と
、
そ
れ
は…

…

」 

え
い
子
「
当
て
て
あ
げ
よ
う
か
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
後
ろ
か
ら
左
手
で
ノ
ー
ト
を
三
笠

に
見
せ
る
。 

え
い
子
「
そ
の
子
が
魔
女
だ
か
ら
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
ノ
ー
ト
を
掲
げ
、地
面
に
落
と
す
。 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
を
見
て
、
三
笠
を
怪
訝
な

顔
で
見
る
。 

三
笠
「
読
ん
だ
の
？
」 

え
い
子
「
え
え
！ 

お
か
げ
で
合
点
が
つ
い
た
わ
」 

 
 
 

三
笠
が
唇
を
か
む
。 

三
笠
「
で
も
、
魔
女
だ
と
ま
だ
結
論
出
て
な
い
よ
」 

え
い
子
「
そ
ん
な
の
、
も
う
い
い
の
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
後
ろ
か
ら
ナ
イ
フ
を
取
り
出
す
。 
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え
い
子
「
こ
れ
で…

…

魔
女
を
刺
す
！
」 

三
笠
「
何
で
？
」 

え
い
子
「
魔
女
の
血
と
か
肉
食
べ
れ
ば
！
」 

三
笠
「
ピ
カ
の
毒
が
治
る
と
で
も
？
」 

 
 
 

え
い
子
が
激
し
く
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
迷
信
だ
よ…

…
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
近
づ
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
ナ
イ
フ
を
三
笠
に
構
え
る
。 

三
笠
「
止
め
よ
う
、
え
い
子
ち
ゃ
ん
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ゆ
っ
く
り
え
い
子
に
近
づ
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
怪
訝
な
顔
で
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
か
ば
う
よ
う
に
立
つ
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
「
刺
せ
」
と
口
を
動
か
す
。 

三
笠
「
止
め
な
さ
い
！ 

二
人
と
も
！
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
の
手
元
を
つ
か
む
。 

え
い
子
「
あ
れ
が
い
い
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
！
」 

三
笠
「
止
め
な
さ
い
！
」 

え
い
子
「
う
る
さ
い
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
目
を
閉
じ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
ナ
イ
フ
を
勢
い
よ
く
、
ま
し
よ
に
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刺
す
。 

 
 
 

寸
で
三
笠
が
ま
し
よ
を
か
ば
う
。 

 
 
 

そ
の
場
が
一
瞬
、
発
光
す
る
。 

 
 
 

三
笠
も
咄
嗟
に
目
を
か
ば
う
。 

 
 
 

そ
の
場
が
静
ま
り
返
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
胸
か
ら
出
血
し
て
う
ず
く
ま
る
。 

え
い
子
「（
小
声
）
何
で
！ 
痛
い
よ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
荒
い
息
で
え
い
子
を
睨
み
、
見
下

す
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
駆
け
寄
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
の
傷
口
を
確
認
す
る
。 

三
笠
「
す
ぐ
に
処
置
し
よ
う
！
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
抱
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
は
立
っ
た
ま
ま
三
笠
ら
を
見
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
、
処
置
す
る
か
ら
手
伝
っ
て
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
小
さ
く
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠
「
拒
む
の
か
い
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
睨
む
。 
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三
笠
「…

…

い
い
よ
、
分
か
っ
た
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
抱
え
た
ま
ま
屋
上
を
出
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
見
送
っ
た
後
、
ほ
う
き
と

ノ
ー
ト
を
拾
う
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
の
中
を
見
る
。 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
抱
え
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
が
処
置
用
の
ベ
ッ
ド
に
え
い
子
を
寝
か

す
。 

 
 
 

三
笠
が
器
具
を
用
意
し
て
、
え
い
子
の
処
置

に
当
た
る
。 

 
 
 

三
笠
の
右
腕
が
痛
み
だ
し
、
苦
悶
の
表
情
を

浮
か
べ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
激
し
く
せ
き
込
む
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
と
ほ
う
き
を
持
っ
て
や
っ

て
く
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
背
中
を
覗
き
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
の
患
部
を
ガ
ー
ゼ
で
止
血
し

よ
う
と
す
る
。 
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三
笠「（
小
声
）頼
む
！ 

で
な
い
と
死
ん
じ
ま
う
！
」 

 
 
 

三
笠
の
右
腕
が
震
え
だ
す
。 

 
 
 

三
笠
の
持
つ
ガ
ー
ゼ
が
定
ま
ら
な
く
な
る
。 

え
い
子
「（
小
声
）
痛
い
、
痛
い…

…

」 

三
笠
「
え
い
子
！ 
お
母
さ
ん
残
し
て
死
ぬ
な
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ハ
ッ
と
し
て
三
笠
に
駆
け
寄
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
え
い
子
の
患
部
に
両
手
を
か
ざ
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
手
元
が
発
光
し
始
め
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
「
手
を
」
と
口
を
動
か
す
。 

 
 
 

三
笠
が
両
手
を
ま
し
よ
の
両
手
と
重
ね
る
。 

 
 
 

発
光
が
強
く
な
り
、
や
が
て
診
察
室
が
真
っ

白
に
な
っ
て
い
く
。 

 

○
宇
品
港
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

漆
黒
の
宇
品
港
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中
（
夜
） 



79 

 

 
 
 

机
に
ラ
ン
タ
ン
が
灯
る
。 

 
 
 

処
置
室
の
ベ
ッ
ド
に
え
い
子
が
眠
る
。 

 
 
 

え
い
子
の
傷
跡
は
一
つ
も
残
っ
て
い
な
い
。 

 
 
 

そ
の
傍
ら
で
三
笠
が
え
い
子
の
手
を
握
っ
て

眠
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
机
に
向
か
っ
て
左
腕
で
ノ
ー
ト
に

書
い
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
目
を
覚
ま
す
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
の
患
部
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
傷
一
つ
な
い
え
い
子
の
患
部
を
優
し

く
な
で
る
。 

 
 
 

三
笠
が
振
り
返
る
と
、
ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
立
つ
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
頭
を
下
げ
て
左
手
で
ノ
ー
ト
を
差

し
出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
怪
訝
な
顔
で
ノ
ー
ト
を
受
け
取
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
上
半
身
を
見
て
驚
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
右
腕
が
無
く
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
持
つ
ノ
ー
ト
を
開
き
、
指

さ
す
。 
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ノ
ー
ト
に
は
「
力
を
使
い
す
ぎ
ま
し
た
」
の

文
字
。 

 
 
 

え
い
子
が
目
を
覚
ま
す
。 

え
い
子
「
あ
れ
、
私
、
死
ん
だ
は
ず…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
え
い
子
に
近
づ
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
少
し
怯
え
る
表
情
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
困
惑
す
る
。 

三
笠
「
え
い
子
ち
ゃ
ん
、
場
所
を
変
え
よ
う
か
」 

 
 
 

三
笠
が
ノ
ー
ト
を
掲
げ
る
。 

 

○
宇
品
通
り
・
外
（
夜
） 

 
 
 

薄
暗
い
中
、
宇
品
通
り
を
三
笠
、
ま
し
よ
、

え
い
子
が
歩
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
右
腕
は
無
い
ま
ま
だ
が
、
左
手
に

ほ
う
き
を
持
つ
。 

 
 
 

三
笠
の
手
に
は
カ
バ
ン
と
ラ
ン
タ
ン
が
握
ら

れ
る
。 

 
 
 

通
り
に
は
路
面
電
車
の
復
興
工
事
の
資
材
や

が
れ
き
の
山
が
あ
る
。 
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三
笠
「
ね
え
、
え
い
子
ち
ゃ
ん
？
」 

え
い
子
「
何
？
」 

三
笠
「
あ
の
日
、
何
で
広
島
に
い
た
の
？
」 

え
い
子「…

…
旦
那
と
喧
嘩
し
て
、出
て
行
っ
た
の
」 

三
笠
「
そ
っ
か…

…
」 

え
い
子
「…

…

誰
か
さ
ん
に
慰
め
て
も
ら
お
う
と
」 

三
笠
「
誰
か
さ
ん
っ
て
？
」 

え
い
子
「…

…

も
う
、
い
い
で
す
」 

 
 
 

え
い
子
が
あ
き
れ
て
小
さ
く
た
め
息
を
つ
く
。 

 
 
 

そ
れ
を
聞
い
て
い
た
ま
し
よ
が
苦
笑
い
を
し

な
が
ら
う
な
ず
く
。 

 

○
原
爆
ド
ー
ム
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

雲
が
少
し
ず
つ
薄
く
な
っ
て
い
る
。 

 

○
同
・
敷
地
内
・
外
（
夜
） 

 
 
 

敷
地
内
に
三
笠
、ま
し
よ
、え
い
子
が
来
る
。 

 
 
 

三
人
が
ド
ー
ム
を
見
上
げ
る
。 

三
笠
「
こ
こ
が
始
ま
り
の
場
所
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
怯
え
た
表
情
を
す
る
。 
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三
笠「
あ
の
時
、ま
し
よ
は
こ
の
上
を
飛
ん
で
い
た
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
見
上
げ
た
ま
ま
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
僕
は
そ
れ
を
観
測
器
で
見
た
ん
だ…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
唸
っ
て
座
り
込
む
。 

 
 
 

三
笠
が
ラ
ン
タ
ン
を
置
く
。 

三
笠
「
ご
め
ん
ね…

…
知
っ
て
る
の
に
と
ぼ
け
て
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
か
ぶ
り
を
振
っ
て
座
る
。 

 
 
 

え
い
子
も
ま
し
よ
の
横
に
座
る
。 

三
笠
「
ま
し
よ
、
君
の
こ
と
は
こ
の
ノ
ー
ト
に
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
口
を
「
読
ん
で
」
と
動
か
す
。 

 
 
 

三
笠
が
ノ
ー
ト
を
開
く
。 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
ノ
ー
ト
を
読
む
。 

 

○
（
ま
し
よ
の
回
想
）
東
欧
・
農
村
部
の
原
っ
ぱ 

 
 
 

ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
や
女
の
子
ら
が
野
原
で

か
け
っ
こ
を
す
る
。 

 
 
 

別
の
魔
女
が
ほ
う
き
で
追
い
か
け
、
一
人
の

女
の
子
の
背
中
に
タ
ッ
チ
す
る
。 

 
 
 

タ
ッ
チ
さ
れ
た
女
の
子
が
む
く
れ
る
。 
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ま
し
よ
や
ほ
う
き
の
魔
女
が
笑
う
。 

 
 
 

大
規
模
の
爆
撃
機
軍
団
の
音
が
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
ら
が
空
を
見
上
げ
る
。 

 
 
 

ド
イ
ツ
の
爆
撃
機
が
急
降
下
爆
撃
を
始
め
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
近
く
で
爆
炎
が
上
が
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
ら
が
散
り
散
り
に
逃
げ
出
す
。 

 
 
 

原
っ
ぱ
の
遠
く
か
ら
ド
イ
ツ
機
甲
部
隊
が
近

づ
く
。 

 

○
（
回
想
）
回
る
輪
転
機 

 
 
 

英
字
新
聞
の
見
出
し
「
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
侵
攻
！
」。 

 
 
 

別
の
見
出
し
「
パ
リ
陥
落
！
」「
イ
ギ
リ
ス
侵

攻
間
近
！
」。 

 

○
（
回
想
）
ニ
ュ
ー
ス
映
像 

 
 
 

ド
イ
ツ
軍
が
凱
旋
門
を
行
軍
す
る
。 

 
 
 

パ
リ
市
内
は
黒
い
旗
を
掲
げ
、
市
民
が
怯
え

た
表
情
を
す
る
。 

 
 
 

別
の
映
像
で
は
ド
イ
ツ
空
軍
が
ロ
ン
ド
ン
を
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大
空
襲
す
る
。 

 
 
 

ロ
ン
ド
ン
の
地
下
鉄
に
は
避
難
し
て
き
た
市

民
が
た
く
さ
ん
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
が
ほ
う
き
で
飛
び
、
逃

げ
惑
う
姿
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。 

 

○
元
の
原
爆
ド
ー
ム
・
敷
地
内
・
外
（
夜
） 

 
 
 

ラ
ン
タ
ン
が
灯
る
中
、
三
笠
（
２４
）
と
え
い

子
（
２４
）
が
ノ
ー
ト
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
（
２０
歳
位
）
が
恐
る
恐
る
二
人
の
表

情
を
の
ぞ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
静
か
に
ノ
ー
ト
を
閉
じ
る
。 

え
い
子
「
あ
ん
た…

…

い
ろ
い
ろ
逃
げ
て
こ
こ
に
来

た
ん
だ
ね
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
な
ず
き
、
原
爆
ド
ー
ム
を
仰
ぎ

見
る
。 

三
笠
「
看
護
は
そ
の
時
に
学
ん
だ
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
か
ぶ
り
を
振
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
左
手
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
を
渡
す
。 
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ま
し
よ
が
何
か
を
書
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
を
三
笠
に
渡
す
。 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
ノ
ー
ト
を
見
る
。 

三
笠
「
気
づ
い
た
と
き
に
は…

…

か
」 

え
い
子「
そ
う
い
え
ば
、魔
女
っ
て
森
の
奥
で
こ
う
」 

 
 
 

え
い
子
が
杖
で
何
か
を
練
る
仕
草
を
す
る
。 

え
い
子
「
怪
し
げ
な
薬
作
っ
て
る
感
じ
」 

三
笠
「
失
礼
だ
よ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

え
い
子
「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
、
私
の
質
問
に
答
え
て
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
え
い
子
を
見
る
。 

え
い
子
「
や
っ
ぱ
り
、
あ
ん
た
は
死
な
な
い
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
困
っ
た
顔
を
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
左
手
で
ノ
ー
ト
を
下
さ
い
と
指
示

す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ノ
ー
ト
を
ま
し
よ
に
渡
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
に
書
き
加
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ノ
ー
ト
を
開
い
た
ま
ま
三
笠
に
渡

す
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
に
は
「
こ
の
前
の
本
が
近
い
と
思
い
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ま
す
」
の
文
字
。 

 
 
 

続
け
て
「
私
自
身
、
分
か
ら
な
い
ん
で
す
」

の
文
字
が
続
く
。 

え
い
子
「
あ
な
た
の
こ
と
な
の
に
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
か
ら
ノ
ー
ト
を
取
っ
て
、
書

き
加
え
る
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
を
開
い
た
ま
ま
、
三
笠
に
返
す
。 

 
 
 

ノ
ー
ト
に
は
「
自
分
の
気
持
ち
に
鈍
い
人
も

い
る
で
し
ょ
？
」
の
文
字
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
見
た
後
、え
い
子
に「
ね
？
」

と
笑
顔
で
見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
吹
き
だ
し
て
笑
う
。 

 
 
 

三
笠
が
怪
訝
な
顔
を
す
る
。 

え
い
子
「
ん
と
、
じ
ゃ
あ
、
本
の
説
明
を
し
て
」 

三
笠
「
え
、
あ
、
う
ん…
…

」 

 
 
 

三
笠
が
釈
然
と
し
な
い
顔
を
す
る
。 

三
笠
「
魔
女
は
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
」 

 
 
 

ま
し
よ
と
え
い
子
が
三
笠
を
見
る
。 

三
笠
「
人
間
が
勝
手
に
作
り
出
し
た
ん
だ…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
と
え
い
子
が
首
を
傾
げ
る
。 
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三
笠
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

三
笠
「
つ
ま
り
、
そ
う
だ
な…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
見
る
。 

三
笠
「
え
い
子
ち
ゃ
ん
は
魔
女
を
信
じ
る
？
」 

え
い
子
「
そ
り
ゃ
あ…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
苦
笑
い
。 

え
い
子
「
そ
れ
が
何
か
？
」 

三
笠「
つ
ま
り
さ…

…

信
じ
る
こ
と
で
存
在
で
き
る
」 

え
い
子
「
で
も…

…

空
想
の
生
き
物
で
し
ょ
？
」 

三
笠
「
そ
し
た
ら…

…

ま
し
よ
は
ど
う
な
る
？
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
に
気
づ
き
苦
笑
い
を
す
る
。 

三
笠「
つ
ま
り
、僕
ら
が
魔
女
は
い
る
と
信
じ
れ
ば
」 

 
 
 

え
い
子
が
も
ど
か
し
い
表
情
で
、
握
手
で
拳

を
作
っ
た
り
解
い
た
り
す
る
。 

え
い
子
「
そ
っ
か
、
い
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ
て
生

ま
れ
た
と
」 

三
笠
「
う
ん…

…

人
間
以
外
に
魔
女
と
い
う
存
在
は

思
い
つ
か
な
い
か
ら
ね
」 
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え
い
子「
だ
か
ら
、ま
し
よ
さ
ん
は
実
態
を
持
っ
た
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
戸
惑
い
な
が
ら
も
う
な
ず
く
。 

え
い
子
「
あ
れ
？ 

で
も
私
、
ま
し
よ
さ
ん
を
刺
し

た
け
ど…

…
」 

三
笠
「
お
と
ぎ
話
の
教
訓
み
た
い
な
も
の
だ
よ
」 

え
い
子
「
う
ん
？
」 

三
笠
「
悪
い
も
の
に
は
悪
い
結
末…

…

ね
」 

え
い
子「
な
る
ほ
ど…

…

だ
か
ら
私
が
傷
を
負
っ
た
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
え
い
子
に
頭
を
下
げ
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
手
で
大
丈
夫
と
仕
草
す
る
。 

え
い
子「
で
も
、私
を
傷
を
治
し
く
れ
た…
…
何
で
？
」 

三
笠「
お
母
さ
ん
を
独
り
に
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
の
無
い
右
腕
を
見
る
。 

え
い
子
「
も
し
か
し
て
、
私
を
治
し
た
か
ら
無
く
な

っ
た
の
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
悲
し
げ
に
か
ぶ
り
を
振
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
ま
し
よ
の
冴
え
な
い
表
情
に
気
づ

く
。 

え
い
子
「
ね
え
、
大
丈
夫
？ 

私
の
せ
い
？
」 
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え
い
子
が
三
笠
を
見
る
。 

え
い
子
「
そ
れ
と
も
、
ピ
カ
の
毒
の
せ
い
で
？
」 

 
 
 

三
笠
が
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠「
弱
っ
て
い
る
理
由
も…

…

察
し
は
つ
い
て
る
」 

え
い
子
「
誰
も
魔
女
を
信
じ
な
く
な
っ
た
か
ら
？
」 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠
「
そ
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い…

…

け
ど
」 

え
い
子
「
じ
ゃ
あ
何
？
」 

三
笠
「
魔
女
の
奇
跡
を
超
え
た
ん
だ
よ
、
人
間
は
」 

 
 
 

三
笠
が
原
爆
ド
ー
ム
を
仰
ぎ
見
る
。 

三
笠
「
人
間
は
太
陽
を
作
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
と
え
い
子
も
原
爆
ド
ー
ム
を
仰
ぎ
見

る
。 

 
 
 

爆
音
と
と
も
に
白
き
閃
光
が
走
る
イ
メ
ー
ジ
。 

 
 
 

上
空
で
強
い
風
の
切
る
音
が
す
る
。 

三
笠
「
魔
女
も
神
様
も
、
太
陽
は
作
れ
な
い
！
」 

 
 
 

三
笠
が
う
つ
む
き
泣
き
出
す
。 

三
笠
「
ま
し
よ
は
声
で
抗
う
こ
と
も
で
き
な
い
！
」 

 
 
 

三
笠
が
体
を
震
わ
せ
な
く
。 

三
笠
「
人
間
の
手
で
消
え
る
ん
だ…

…

ま
し
よ
は
」 
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ま
し
よ
と
え
い
子
が
立
ち
上
が
る
。 

ま
し
よ
と
え
い
子
が
三
笠
を
見
る
。 

え
い
子
「
で
も
、
彼
女
は
ま
だ
消
え
て
な
い
！
」 

 
 
 

三
笠
が
顔
を
上
げ
、
ま
し
よ
を
見
る
。 

え
い
子
「
彼
女
は
あ
ん
た
を
好
い
て
る
よ
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
に
近
づ
く
。 

え
い
子「
彼
女
の
意
思
だ
よ
！ 

勝
手
に
消
す
な
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
笑
顔
を
三
笠
に
向
け
る
。 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
体
を
抱
き
し
め
る
。 

ご
ろ
つ
き
の
声
「
い
い
ね
え
！
」 

 
 
 

三
笠
ら
が
声
の
方
を
向
く
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
嫌
な
笑
み
と
共
に
来
る
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
ま
し
よ
と
え
い
子
を
を
見

て
、
口
笛
を
吹
く
。 

 
 
 

三
笠
が
ラ
ン
タ
ン
を
慌
て
て
取
っ
て
、
ご
ろ

つ
き
二
人
の
前
に
立
つ
。 

 
 
 

ま
し
よ
と
え
い
子
が
三
笠
の
背
後
に
隠
れ
る
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
な
が
ら
三
笠

に
近
づ
く
。 
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ご
ろ
つ
き
Ａ
「
あ
の
女
だ
！
」 

ご
ろ
つ
き
Ｂ
「
ア
メ
公
に
売
れ
ば
銭
に
な
る
！
」 

三
笠
「…

…
失
せ
ろ
！
」 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
笑
い
な
が
ら
三
笠
に
パ
ン

チ
を
く
ら
わ
せ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
そ
の
場
に
伸
び
る
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
ま
し
よ
と
え
い
子
に
襲
い

か
か
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
と
っ
さ
に
地
面
に
落
ち
て
い
る
ほ

う
き
を
左
手
に
取
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
迫
り
く
る
ご
ろ
つ
き
Ａ
を
叩
く
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
Ａ
の
頭
に
ほ
う
き
が
当
た
り
、
ひ

る
む
。 

 
 
 

三
笠
が
よ
ろ
け
な
が
ら
立
ち
上
が
り
、
え
い

子
に
襲
う
ご
ろ
つ
き
Ｂ
に
体
当
た
り
を
す
る
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
Ｂ
が
倒
れ
、
え
い
子
が
逃
げ
る
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
Ｂ
が
怒
り
の
形
相
で
三
笠
を
仰
向

け
に
し
て
顔
を
殴
打
す
る
。 

え
い
子
「
止
め
て
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
で
ご
ろ
つ
き
Ｂ
を
デ
タ
ラ



92 

 

メ
に
叩
く
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
Ｂ
が
ひ
る
ん
で
三
笠
か
ら
離
れ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
体
を
起
こ
す
。 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
に
駆
け
寄
る
。 

三
笠
「
い
て
て
！
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
に
ま
た
が
っ
て
目
を
瞑
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
集
中
し
て
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
体
と
ほ
う
き
が
発
光
し
始
め
る
。 

 
 
 

三
笠
や
ご
ろ
つ
き
ら
が
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
目
を
開
け
て
三
笠
と
え
い
子
を
見

る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
右
腕
が
発
光
と
共
に
復
活
す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
「
乗
れ
」
と
口
を
動
か
す
。 

三
笠
「
乗
れ
っ
て
！
」 

え
い
子
「
え
え
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
口
で
「
早
く
」
と
動
か
す
。 

 
 
 

三
笠
が
立
ち
上
が
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
を
支
え
つ
つ
、
ま
し
よ
に
近

づ
く
。 
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え
い
子
が
ラ
ン
タ
ン
と
カ
バ
ン
を
手
際
よ
く

拾
い
上
げ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
ほ
う
き
に
三
笠
と
え
い
子
が
ま
た

ぐ
。 

三
笠
「
飛
ぶ
気
？
」 

え
い
子
「
あ
ん
た
？
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
自
信
満
々
な
表
情
で
う
な
ず
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
を
力
強
く
握
る
。 

 
 
 

ほ
う
き
が
ゆ
っ
く
り
上
昇
を
始
め
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
両
足
を
空
で
強
く
蹴
る
。 

 
 
 

ほ
う
き
が
ま
し
よ
、
三
笠
、
え
い
子
を
乗
せ

て
飛
び
立
つ
。 

 
 
 

ご
ろ
つ
き
二
人
が
あ
っ
け
に
と
ら
れ
、
ひ
っ

く
り
返
る
。 

 

○
広
島
上
空
・
外
（
朝
） 

 
 
 

ほ
う
き
に
乗
っ
た
ま
し
よ
、
三
笠
、
え
い
子

が
笑
い
あ
う
。 

え
い
子
「
あ
は
は
！ 

ご
ろ
つ
き
の
あ
の
顔
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
振
り
返
っ
て
苦
笑
い
を
す
る
。 
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三
笠
、
え
い
子
が
夜
明
け
の
街
を
見
る
。 

え
い
子
「
見
て
！ 

み
ん
な
頑
張
っ
て
る
よ
！
」 

三
笠
「
う
ん…

…

懸
命
に
生
き
て
る
」 

 

○
広
島
市
内
の
ス
ケ
ッ
チ
（
朝
） 

 
 
 

夜
が
明
け
、
人
々
が
行
き
交
い
始
め
る
。 

 
 
 

市
内
の
大
通
り
に
は
路
面
電
車
や
ジ
ー
プ
、

馬
車
が
走
る
。 

 
 
 

広
島
駅
に
は
乗
客
で
混
み
始
め
る
。 

 
 
 

そ
れ
ら
の
上
を
ほ
う
き
に
乗
っ
た
ま
し
よ
、

三
笠
、
え
い
子
が
飛
ぶ
。 

 

○
広
島
上
空
・
外
（
朝
） 

 
 
 

ほ
う
き
に
乗
っ
て
飛
ぶ
ま
し
よ
、
三
笠
、
え

い
子
。 

三
笠「
さ
っ
き
は
ご
め
ん
、い
い
世
界
に
し
な
き
ゃ
！
」 

え
い
子
「
当
然
よ
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
泣
き
笑
い
の
顔
で
う
な
ず
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
高
度
を
下
げ
て
い
く
。 
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○
原
爆
ス
ラ
ム
街
・
上
空
（
朝
） 

 
 
 

ま
し
よ
ら
を
乗
せ
た
ほ
う
き
が
ス
ラ
ム
街
の

一
角
に
降
り
て
い
く
。 

 

○
同
・
裏
路
地
・
外
（
朝
） 

 
 
 

ま
し
よ
が
裏
路
地
に
ほ
う
き
を
降
ろ
す
。 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
ほ
う
き
か
ら
降
り
る
。 

 
 
 

三
笠
が
辺
り
を
う
か
が
う
。 

三
笠
「
見
ら
れ
て
な
い
か
な
？
」 

え
い
子
「
こ
の
時
間
は
ま
だ
寝
て
る
よ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ふ
ら
つ
く
体
を
ほ
う
き
で
支
え
る
。 

三
笠
「
お
っ
と
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
支
え
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
そ
れ
を
見
る
。 

え
い
子
「
う
ち
で
休
ん
で
い
き
な
よ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
少
し
笑
っ
て
う
な
ず
く
。 

 

○
内
野
家
の
バ
ラ
ッ
グ
・
玄
関
・
外
（
朝
） 

 
 
 

え
い
子
に
続
い
て
三
笠
、
ま
し
よ
が
や
っ
て

く
る
。 
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え
い
子
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
ね
」 

 
 
 

え
い
子
が
中
に
入
る
。 

え
い
子
の
声
「
お
母
さ
ん
？
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
怪
訝
な
顔
で
中
を
見
る
。 

え
い
子
の
声
「
お
母
さ
ん
！
」 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
慌
て
て
中
に
入
る
。 

 

○
同
・
居
間
・
中
（
朝
） 

 
 
 

粗
悪
な
白
熱
球
が
中
を
灯
す
。 

 
 
 

布
団
に
は
キ
ミ
（
４３
）
が
横
に
な
る
。 

 
 
 

キ
ミ
の
口
や
床
に
真
っ
黒
な
液
体
が
大
量
に

付
着
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
キ
ミ
の
ほ
ほ
を
軽
く
叩
く
。 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
も
キ
ミ
の
傍
ら
に
駆
け
寄
る
。 

 
 
 

三
笠
が
手
で
キ
ミ
の
脈
拍
や
口
、
目
を
確
認

す
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
カ
バ
ン
か
ら
聴
診
器
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
か
ら
聴
診
器
を
受
け
取
り
、

キ
ミ
の
心
音
を
確
認
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
も
キ
ミ
の
胸
に
耳
を
当
て
る
。 
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え
い
子
が
悲
壮
な
顔
で
三
笠
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
が
静
か
に
聴
診
器
を
外
す
。 

三
笠
「…

…
だ
め
だ
」 

 
 
 

え
い
子
が
激
し
く
泣
き
じ
ゃ
く
る
。 

 
 
 

三
笠
が
腕
時
計
を
確
認
し
た
後
、
目
頭
を
押

さ
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
は
居
間
の
隅
で
し
ゃ
が
ん
で
顔
を
見

せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
体
が
小
刻
み
に
震
え
る
。 

 

○
洋
上
の
船
・
外
観
（
夕
） 

 
 
 

天
気
は
晴
れ
。 

 
 
 

ポ
ン
ポ
ン
と
エ
ン
ジ
ン
音
を
立
て
て
船
が
進

む
。 

 

○
同
・
船
の
甲
板
・
外
（
夕
） 

 
 
 

甲
板
に
粗
末
な
作
り
の
棺
桶
。 

 
 
 

傍
ら
に
は
え
い
子
が
ぴ
っ
た
り
と
寄
り
添
う
。 

 
 
 

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
三
笠
と
ま
し
よ
が

見
る
。 
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三
笠
が
船
の
進
む
先
を
見
る
。 

 
 
 

似
島
が
見
え
る
。 

 
 
 

似
島
か
ら
白
い
煙
が
一
本
の
ぼ
っ
て
い
く
。 

 

○
似
島
・
焼
き
場
・
外
（
夕
） 

 
 
 

遺
体
の
焼
き
場
だ
が
、
野
焼
き
で
何
も
整
理

さ
れ
て
い
な
い
。 

 
 
 

炎
の
勢
い
が
あ
る
焼
き
場
。 

 
 
 

そ
こ
へ
三
笠
と
え
い
子
が
棺
桶
を
持
っ
て
や

っ
て
く
る
。 

 
 
 

ぼ
ろ
の
国
民
服
を
着
た
人
が
不
機
嫌
そ
う
に

手
で
「
く
べ
ろ
」
と
指
示
す
る
。 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
棺
桶
を
焼
き
場
に
静
か
に

置
く
。 

 
 
 

棺
桶
が
炎
に
包
ま
れ
る
。 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
目
を
閉
じ
合
掌
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
む
せ
び
泣
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
少
し
離
れ
た
木
に
寄
り
か
か
っ
て

小
さ
く
座
り
、
半
ば
放
心
の
面
持
ち
で
三
笠

ら
を
見
る
。 
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〇
原
爆
ス
ラ
ム
・
俯
瞰
（
夜
） 

 

〇
内
野
家
の
バ
ラ
ッ
グ
・
外
観
（
夜
） 

 
 
 

家
か
ら
ほ
ん
の
少
し
の
灯
が
漏
れ
る
。 

 

〇
同
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

粗
末
な
白
熱
球
が
中
を
照
ら
す
。 

 
 
 

机
の
上
に
粗
末
な
つ
く
り
の
箱
と
キ
ミ
の
小

さ
な
写
真
が
飾
ら
れ
る
。 

 
 
 

そ
の
机
の
前
に
え
い
子
が
呆
然
と
座
る
。 

三
笠
の
声
「
え
い
子
ち
ゃ
ん…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
力
な
く
振
り
返
る
。 

 
 
 

三
笠
と
ま
し
よ
が
入
っ
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
の
手
に
は
新
聞
紙
で
包
ん
だ
も
の
を
持

っ
て
い
る
。 

三
笠
「
何
か
食
べ
な
い
と…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
包
み
を
ほ
ど
く
。 

 
 
 

中
か
ら
一
銭
洋
食
が
出
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
差
し
出
す
。 

え
い
子
「…

…

あ
り
が
と
」 
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え
い
子
が
そ
れ
を
押
し
返
す
。 

え
い
子
「
で
も
、
い
い
の…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
再
び
キ
ミ
の
遺
影
を
見
る
。 

え
い
子「
こ
れ
か
ら
も
、怯
え
て
死
ぬ
ん
だ
ろ
う
ね
」 

三
笠
「
そ
ん
な
の…

…

生
き
延
び
た
ん
だ
か
ら
」 

え
い
子
「
変
な
慰
め
は
や
め
て…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
箱
を
な
で
る
。 

え
い
子
「
あ
ん
な
生
き
地
獄
に
さ
ら
さ
れ
て…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
箱
を
抱
き
し
め
る
。 

え
い
子
「
や
っ
と
希
望
が
で
き
た
と
た
ん
に…
…

」 

 
 
 

え
い
子
が
泣
き
出
す
。 

え
い
子
「（
大
声
）
あ
ん
ま
り
だ
よ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
無
言
で
一
銭
洋
食
を
新
聞
紙
に
包
ん

で
静
か
に
床
に
置
く
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
見
る
と
、
床
に
へ
た
り
込

ん
で
い
る
。 

 
 
 

三
笠
が
不
安
げ
に
ま
し
よ
を
見
る
。 

 

〇
相
生
橋
・
外
観
（
夜
） 
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〇
同
・
橋
上
・
外
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
背
負
っ
て
歩
く
。 

 
 
 

三
笠
が
一
瞬
、
ま
し
よ
に
振
り
返
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
の
顔
色
は
さ
え
な
い
。 

 
 
 

三
笠
が
前
を
見
て
、意
を
決
し
た
顔
に
な
る
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

布
団
の
中
で
ま
し
よ
が
眠
る
。 

 
 
 

三
笠
が
布
の
カ
バ
ン
に
食
べ
物
や
水
筒
を
つ

め
て
い
く
。 

 
 
 

そ
の
音
を
聞
い
て
ま
し
よ
が
目
を
覚
ま
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
体
を
起
こ
す
。 

 
 
 

三
笠
が
気
づ
き
、
ま
し
よ
に
振
り
返
る
。 

三
笠
「…

…

こ
れ
に
着
替
え
て
」 

 
 
 

三
笠
が
床
に
置
い
て
い
た
素
っ
気
な
い
黒
の

ド
レ
ス
を
差
し
出
す
。 

 
 
 

ド
レ
ス
の
裾
に
は
「
三
笠
ま
し
よ
」
と
縫
い

付
け
ら
れ
て
い
る
。 
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三
笠
「
着
替
え
た
ら
下
に
お
い
で…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
部
屋
を
出
て
行
く
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
怪
訝
な
顔
で
、
そ
の
ド
レ
ス
を
手

に
取
る
。 

三
笠
の
声
「
早
く
し
な
さ
い…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
う
な
ず
き
、
着
替
え
を
始
め
る
。 

 

○
同
・
玄
関
・
外
（
夜
） 

 
 
 

三
笠
が
布
カ
バ
ン
を
持
っ
て
立
つ
。 

 
 
 

玄
関
の
壁
に
ほ
う
き
が
立
て
か
け
て
あ
る
。 

 
 
 

足
音
が
建
物
の
中
か
ら
聞
こ
え
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
怪
訝
な
顔
で
外
に
出
て
く
る
。 

三
笠
「
お
い
で…

…

」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
の
前
に
立
つ
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
を
眺
め
見
る
。 

三
笠
「
う
ん
、
似
合
っ
て
る…

…

大
丈
夫
だ
ね
」 

 
 
 

三
笠
が
布
カ
バ
ン
を
ま
し
よ
に
差
し
出
す
。 

三
笠
「
ん
」 

 
 
 

三
笠
が
さ
ら
に
ま
し
よ
に
布
カ
バ
ン
を
押
し

付
け
る
。 
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ま
し
よ
が
お
ず
お
ず
と
そ
れ
を
受
け
取
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ほ
う
き
を
手
に
取
り
、
ま
し
よ
に
差

し
出
す
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
疑
問
の
表
情
を
見
せ
る
。 

三
笠
「…

…

出
て
行
く
ん
だ
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
驚
い
た
顔
を
す
る
。 

三
笠
「（
大
声
）
出
て
い
け
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
悲
し
気
な
表
情
で
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠
「
君
は
こ
こ
に
い
ち
ゃ
い
け
な
い
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
激
し
く
か
ぶ
り
を
振
り
、
三
笠
に

抱
き
つ
く
。 

 
 
 

三
笠
も
悲
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
メ
ス
を
取
り
出
す
。 

 
 
 

三
笠
が
ま
し
よ
の
の
ど
に
メ
ス
を
差
し
込
む
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
苦
悶
の
表
情
で
三
笠
か
ら
離
れ
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
の
ど
に
手
を
当
て
苦
痛
の
表
情
に

な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
ほ
う
き
を
ま
し
よ
の
前
に
投
げ
お
く
。 

三
笠
「
僕
は
こ
れ
か
ら
原
爆
症
と
戦
う
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
泣
き
顔
で
ほ
う
き
を
拾
う
。 



104 

 

 
 
 

ま
し
よ
が
再
び
三
笠
を
見
る
。 

三
笠
「
も
う
、
君
の
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
！
」 

 
 
 

三
笠
が
再
び
メ
ス
を
ま
し
よ
に
向
け
る
。 

 
 
 

三
笠
が
メ
ス
を
持
つ
手
で「
行
け
！
」と
荒
々

し
く
仕
草
す
る
。 

三
笠
「
君
が
も
し
、
あ
る
日
い
な
く
な
っ
た
ら
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
腕
で
涙
を
ぬ
ぐ
う
。 

三
笠
「
僕
は
耐
え
ら
れ
な
い
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
三
笠
を
見
る
。 

三
笠
「
だ
か
ら
君
が
消
え
る
前
に
！
」 

 
 
 

ま
し
よ
が
ほ
う
き
に
ま
た
が
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
目
を
閉
じ
、ほ
う
き
を
強
く
握
る
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
激
し
く
か
ぶ
り
を
振
る
。 

 
 
 

三
笠
が
メ
ス
を
構
え
て
ま
し
よ
に
近
づ
く
。 

 
 
 

三
笠
が
メ
ス
を
ま
し
よ
に
振
り
か
ぶ
る
。 

三
笠
「
飛
べ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
メ
ス
を
振
り
下
ろ
す
と
同
時
に
、
ま

し
よ
が
勢
い
よ
く
空
へ
飛
ぶ
。 

 
 
 

ま
し
よ
が
高
度
を
上
げ
て
い
く
。 

 
 
 

三
笠
が
そ
れ
を
見
上
げ
る
。 
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ま
し
よ
の
姿
が
闇
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。 

 
 
 

夜
が
少
し
ず
つ
明
け
て
い
く
。 

 
 
 

三
笠
が
空
を
見
上
げ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
泣
き
笑
い
の
表
情
に
な
る
。 

 

〇
広
島
市
内
・
俯
瞰 

 
 
 

テ
ロ
ッ
プ
「
十
年
後
・
夏
」 

 
 
 

広
島
の
市
内
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

○
同
・
市
内
の
ス
ケ
ッ
チ
・
外 

 
 
 

道
路
は
整
備
さ
れ
、路
面
電
車
も
多
く
走
る
。 

 
 
 

広
島
総
合
球
場
で
カ
ー
プ
が
公
式
戦
を
す
る
。 

 
 
 

球
場
に
は
多
く
の
フ
ァ
ン
の
声
援
が
飛
ぶ
。 

 
 
 

広
島
駅
前
は
店
が
多
く
並
び
、
人
々
が
行
き

交
う
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観 

 
 
 

白
い
ペ
ン
キ
で
真
新
し
く
改
装
さ
れ
た
建
物
。 

野
高
の
声
「
い
や
あ
！ 

す
ご
か
っ
た
ぞ
！
」 
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○
同
・
二
階
・
居
間
の
本
棚
・
中 

 
 
 

本
棚
に
は
「
放
射
線
治
療
の
手
引
き
」
や
「
広

島
・
長
崎
原
爆
調
査
資
料
」、「
甲
状
腺
疾
患

の
症
例
と
治
療
」
な
ど
の
本
が
並
ぶ
。 

三
笠
の
声
「
何
が
で
す
？
」 

 

○
同
・
一
階
・
診
察
室
・
中 

 
 
 

三
笠
（
３４
）
が
野
高
（
３７
）
の
血
圧
を
測

る
。 

野
高
「
ゴ
ジ
ラ
だ
よ
！ 

ゴ
ジ
ラ
！
」 

 
 
 

三
笠
は
血
圧
計
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。 

三
笠
「
そ
う
な
ん
で
す
か
？
」 

野
高
「
も
う
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
！
」 

 
 
 

三
笠
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

三
笠
「
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
」 

 
 
 

三
笠
が
血
圧
計
の
ゴ
ム
を
緩
め
る
。 

三
笠
「
再
検
査
し
ま
す
よ
」 

野
高
「
え
！ 

ど
こ
か
悪
い
ん
か
？
」 

 
 
 

野
高
が
自
身
の
少
し
太
っ
た
腹
を
見
る
。 

野
高
「
妻
の
料
理
、
食
い
す
ぎ
た
か
な…

…

」 
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三
笠
が
苦
笑
い
を
し
て
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠
「
興
奮
し
す
ぎ
で
す
。
ゴ
ジ
ラ
で
高
血
圧
」 

 
 
 

野
高
が
バ
ツ
の
悪
い
顔
で
笑
う
。 

 
 
 

三
笠
が
血
圧
計
の
ゴ
ム
を
握
る
。 

 

○
同
・
玄
関
・
中 

 
 
 

野
高
が
靴
を
履
く
。 

 
 
 

三
笠
が
や
っ
て
く
る
。 

野
高
「
や
あ
、
助
か
っ
た
よ
！
」 

三
笠
「
お
大
事
に
、
奥
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
と
」 

 
 
 

え
い
子
（
３４
）
が
入
っ
て
く
る
。 

え
い
子
「
た
だ
い
ま
ー
」 

男
性
「
お
！ 

こ
り
ゃ
三
笠
の
貴
婦
人
！
」 

え
い
子
「
い
や
だ
ね
え
！ 

調
子
が
い
い
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
笑
い
な
が
ら
野
高
の
肩
を
叩
く
。 

 
 
 

野
高
が
手
を
振
っ
て
出
て
行
く
。 

 
 
 

え
い
子
が
ド
ア
を
閉
め
静
か
に
施
錠
す
る
。 

 
 
 

三
笠
が
不
安
げ
な
顔
で
え
い
子
の
表
情
を
う

か
が
い
見
る
。 

え
い
子
「
ど
う
だ
っ
た…

…

検
査
？
」 
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え
い
子
が
う
つ
む
き
な
が
ら
小
さ
く
か
ぶ
り

を
振
る
。 

え
い
子
「
妊
娠
し
て
い
な
い
っ
て…

…

」 

三
笠
「
そ
っ
か…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
悲
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
笑
顔
で
振
り
返
る
。 

え
い
子
「
ね
え
！ 

デ
ー
ト
し
よ
！
」 

 
 
 

三
笠
が
一
瞬
、
虚
を
突
か
れ
た
顔
に
な
る
。 

 
 
 

三
笠
が
笑
顔
に
な
り
、
う
な
ず
く
。 

 

○
繁
華
街
の
映
画
館
・
外
観 

 
 
 

「
ゴ
ジ
ラ
」の
大
き
な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
る
。 

 

○
映
画
「
ゴ
ジ
ラ
」
の
シ
ー
ン 

 
 
 

ゴ
ジ
ラ
が
東
京
に
上
陸
し
、
火
を
吐
き
破
壊

の
限
り
を
尽
く
す
。 

 
 
 

別
の
シ
ー
ン
、
海
中
で
芹
沢
博
士
が
秘
密
兵

器
を
発
動
す
る
。 

 
 
 

海
面
に
現
れ
た
ゴ
ジ
ラ
が
苦
し
み
の
咆
哮
を

あ
げ
て
海
中
に
没
す
。 
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○
映
画
館
・
劇
場
・
中
（
夕
） 

 
 
 

三
笠
が
悲
し
げ
な
顔
を
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
静
か
に
泣
く
。 

 

○
宇
品
港
の
通
り
・
外
（
夕
） 

 
 
 

港
に
沿
っ
て
三
笠
と
え
い
子
が
並
ん
で
歩
く
。 

え
い
子
「
確
か
に
す
ご
か
っ
た
ね…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
か
ぶ
り
を
振
る
。 

三
笠
「
こ
の
現
実
に
比
べ
た
ら…

…
」 

え
い
子
「
そ
の
割
に
は
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
手
を
見
る
。 

 
 
 

三
笠
の
手
に
は
く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
な
っ
た
ゴ

ジ
ラ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
握
ら
れ
る
。 

 
 
 

三
笠
が
む
く
れ
て
そ
っ
ぽ
を
向
く
。 

え
い
子
「
ご
め
ん…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
に
振
り
戻
る
。 

三
笠
「
で
も
、
少
し
救
わ
れ
た
か
も…

…

」 

え
い
子
「
何
で
？
」 

三
笠「
ゴ
ジ
ラ
が
人
間
に
核
兵
器
の
恐
怖
を
示
し
た
」 

 
 
 

三
笠
が
再
び
え
い
子
に
目
線
を
戻
す
。 
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三
笠
「
空
想
が
ま
だ
訴
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
」 

 
 
 

三
笠
が
笑
顔
に
な
る
。 

え
い
子
「…

…

よ
か
っ
た
」 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
並
ん
で
湾
を
見
る
。 

え
い
子
「
ち
ょ
っ
と
ふ
さ
ぎ
込
み
だ
っ
た
か
ら
」 

三
笠
「
大
人
に
な
っ
た
の
か
な
？ 

少
し
は
」 

え
い
子
「
ど
う
し
て
？
」 

三
笠
「
お
化
け
と
か
言
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
」 

 
 
 

三
笠
と
え
い
子
が
笑
い
あ
う
。 

え
い
子
「
と
こ
ろ
で
、
一
つ
聞
い
て
も
い
い
？
」 

 
 
 

三
笠
が
手
で
「
ど
う
ぞ
」
と
促
す
。 

え
い
子「
ま
し
よ
さ
ん
をA

B
C

C

に
渡
さ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
？
」 

三
笠
「
特
別
だ
っ
た
か
ら…
…

」 

え
い
子
「…

…

そ
う
で
し
た
」 

三
笠
「
で
も
、
も
っ
と
大
事
な
理
由
が
あ
る
」 

え
い
子
「
何
？
」 

三
笠「
ま
し
よ
が
原
爆
症
に
有
効
と
分
か
れ
ば…

…

」 

え
い
子
「
い
い
じ
ゃ
な
い
の
？ 

治
る
ん
だ
し
？
」 

三
笠
「
そ
し
た
ら
原
爆
は
た
だ
の
兵
器
に
な
る
」 
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え
い
子「
そ
っ
か…

…

そ
し
た
ら
米
ソ
の
思
う
つ
ぼ
」 

三
笠
「
で
も
、
そ
の
前
に
ま
し
よ
は
消
え
る
よ
」 

え
い
子「
そ
う…

…

だ
か
ら
追
い
出
し
た
。遠
く
へ
」 

三
笠
「
ち
ゃ
ん
と
別
れ
た
か
っ
た
か
ら…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
う
つ
む
き
な
が
ら
う
な
ず
く
。 

三
笠
「
こ
れ
は
人
間
の
過
ち
の
問
題
だ
か
ら…

…

」 

え
い
子「…

…

あ
ん
た
、ち
ょ
っ
と
嘘
つ
い
て
な
い
？
」 

 
 
 

三
笠
が
え
い
子
を
怪
訝
な
顔
で
見
る
。 

え
い
子
「
あ
た
し
た
ち
、
被
爆
者
じ
ゃ
な
い
」 

 
 
 

三
笠
が
小
さ
く
う
な
ず
く
。 

え
い
子
「
も
し
、
あ
ん
た
の
身
に
何
か
あ
っ
た
ら
」 

 
 
 

三
笠
が
う
つ
む
く
。 

え
い
子
「
あ
の
子
を
残
し
て
死
ん
だ
ら
と
思
う
と…

…

」 

三
笠
「…

…

良
く
分
か
っ
た
ね
」 

え
い
子
「
私
が
あ
の
子
の
立
場
な
ら
、
胸
が
張
り
裂

け
る
よ…
…

」 

 
 
 

え
い
子
が
た
め
息
を
つ
く
。 

え
い
子「
魔
女
を
も
奪
っ
て
い
く
か
、あ
の
ピ
カ
は
」 

 
 
 

三
笠
が
港
湾
施
設
を
凝
視
す
る
。 
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三
笠
が
急
に
走
り
出
す
。 

え
い
子
「
ち
ょ
っ
！ 

ち
ょ
っ
と
！
」 

 
 
 

え
い
子
が
後
を
追
う
。 

 

○
宇
品
港
・
港
湾
施
設
・
外
（
夕
） 

 
 
 

港
湾
に
は
一
隻
の
船
舶
が
停
泊
す
る
。 

 
 
 

港
湾
に
は
数
人
の
船
員
ら
が
囲
ん
で
い
る
。 

三
笠
の
声
「
す
い
ま
せ
ん
！
」 

 
 
 

船
員
ら
が
三
笠
に
振
り
向
く
。 

船
員
Ａ
「
お
お
！ 

三
笠
先
生
！
」 

 
 
 

三
笠
が
船
員
ら
に
近
づ
く
。 

船
員
Ｂ
「
こ
れ…

…

名
前
が
」 

 
 
 

船
員
が
地
面
に
広
げ
て
い
る
黒
の
ド
レ
ス
と

ほ
う
き
が
見
え
る
。 

 
 
 

ド
レ
ス
は
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
が
、「
三
笠
ま
し
よ
」

の
刺
繍
部
分
は
残
っ
て
い
る
。 

 
 
 

そ
の
ド
レ
ス
が
真
っ
黒
に
変
色
し
た
ほ
う
き

に
へ
ば
り
つ
い
て
離
れ
な
い
。 

 
 
 

三
笠
が
そ
れ
を
見
て
目
を
大
き
く
す
る
。 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
に
追
い
つ
く
。 
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え
い
子
「
あ
ん
た
？
」 

 
 
 

三
笠
が
力
な
く
し
ゃ
が
み
こ
み
、
ド
レ
ス
と

ほ
う
き
を
手
に
取
る
。 

三
笠
「…

…
こ
れ
は
ど
こ
で
？
」 

船
員
Ｂ
「
太
平
洋
の
ど
真
ん
中
で
す
よ
」 

三
笠
「
そ
れ
は…

…
あ
の
実
験
場
辺
り
で
？
」 

 
 
 

船
員
ら
が
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

船
員
Ａ
「
え
、
そ
う
で
す
ね
え…

…

」 

船
員
Ｂ
「
近
く
は
な
い
で
す
が
、
恐
ら
く
海
流
に
乗

っ
た
物
か
と
」 

三
笠
「
そ
う
で
す
か…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
ド
レ
ス
と
ほ
う
き
を
抱
き
し
め
、
む

せ
び
泣
く
。 

え
い
子
「
あ
ん
た…

…

」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
隣
に
し
ゃ
が
み
、
背
中
を

優
し
く
さ
す
る
。 

 

○
三
笠
病
院
・
外
観
（
夜
） 

 

○
同
・
屋
上
・
外
（
夜
） 
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三
笠
が
冴
え
な
い
顔
で
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。 

 
 
 

三
笠
の
視
線
に
星
空
が
見
え
る
。 

え
い
子
の
声
「
執
念
だ
ね
、
あ
の
子
は
」 

 
 
 

え
い
子
が
や
っ
て
く
る
。 

 
 
 

三
笠
は
表
情
を
変
え
ず
空
を
見
る
。 

え
い
子
「
全
く
、
大
好
き
だ
っ
た
ん
だ
ね
」 

三
笠
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
さ
」 

 
 
 

え
い
子
が
三
笠
の
横
に
寝
そ
べ
る
。 

三
笠「
伝
え
た
い
ん
だ
よ…

…

ホ
ン
ト
に
い
た
っ
て
」 

え
い
子
「
め
ん
ど
く
さ
い
子
で
す
こ
と
」 

 
 
 

三
笠
が
苦
笑
い
を
す
る
。 

三
笠
「
ド
レ
ス
と
ほ
う
き
は
、
僕
が
墓
場
ま
で
持
っ

て
い
こ
う
」 

え
い
子
「
残
念
！ 

そ
う
は
さ
せ
ま
せ
ん
よ
！
」 

三
笠
「…

…

な
ん
で
？
」 

え
い
子
「
子
供
！ 

が
ん
ば
ろ
う
よ…

…

ね
」 

 
 
 

三
笠
が
苦
笑
い
。 

三
笠
「
そ
う
だ
ね…

…

子
供
に
伝
え
な
い
と
ね
」 

 
 
 

三
笠
が
深
呼
吸
を
す
る
。 
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○
三
笠
の
視
線
・
外
（
夜
） 

 
 
 

星
空
の
夜
。 

三
笠
の
声
「
僕
た
ち
に
子
供
が
で
き
る
の
か…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
一
回
、
ま
ば
た
き
を
す
る
。 

三
笠
の
声
「
子
供
が
で
き
た
時
、
世
界
は…

…

」 

 
 
 

三
笠
が
再
び
、
ま
ば
た
き
を
す
る
。 

三
笠
の
声
「
魔
女
や
お
化
け
が
い
る
だ
ろ
う
か
？
」 

 
 
 

三
笠
が
ま
ば
た
き
を
し
て
、視
界
が
に
じ
む
。 

三
笠
の
声
「
そ
れ
と
も
、
見
渡
す
限
り
の
無
か
？
」 

 
 
 

三
笠
が
目
を
閉
じ
る
。 

三
笠
の
声
「
で
も
頑
張
っ
て
み
よ
う…

…

だ
っ
て
」 

 

○
三
笠
病
院
・
二
階
・
居
間
・
中
（
夜
） 

 
 
 

居
間
の
布
団
に
ま
し
よ
の
ド
レ
ス
と
ほ
う
き

が
並
ぶ
。 

三
笠
の
声「
ま
し
よ
は
そ
こ
に
い
た
の
だ
か
ら…

…

」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
了
〉 

（
二
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
・
２
３
０
枚
） 


